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２
０
１
６
年
度
の
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
と
同
特
別
賞
の
選

考
プ
ロ
セ
ス
が
始
ま
っ
た
。
両
賞
の
候
補
推
薦
を
募
集
す
る

案
内
を
今
月
、
プ
レ
ス
の
基
本
会
員
と
個
人
会
員
全
員
に
送

る
。
ま
た
、
昨
年
に
続
き
、
新
聞
協
会
あ
る
い
は
民
放
連
に

加
盟
し
て
い
る
が
ク
ラ
ブ
に
は
加
わ
っ
て
い
な
い
社
に
も
特

別
賞
の
候
補
推
薦
を
呼
び
か
け
る
。

　
来
年
１
月
末
に
推
薦
応
募
を
締
め
切
り
、
推
薦
委
員
会
と

選
考
委
員
会
の
２
段
階
で
審
査
。
４
月
の
理
事
会
で
受
賞
者

が
決
ま
り
、
贈
賞
式
は
５
月
に
行
う
日
程
だ
。

　
ク
ラ
ブ
賞
の
受
賞
者
は「
ク
ラ
ブ
の
会
員
、
ま
た
は
法
人

会
員
に
属
す
る
個
人
」で
あ
り
、
一
方
、
特
別
賞
は「
原
則

と
し
て
会
員
ま
た
は
法
人
会
員
に
属
す
る
も
の
以
外
」を
対

象
と
す
る
。
14
年
度
は
特
別
賞
の
応
募
が
少
な
い
こ
と
も
あ

り
、
受
賞
者
が
出
な
か
っ
た
。
理
事
会
は
昨
年
、
特
別
賞
の

推
薦
を
幅
広
く
呼
び
か
け
る
た
め
内
規
を
改
定
し
た
。
15
年

度
は
７
件
の
推
薦
が
集
ま
っ
た
。

　
ク
ラ
ブ
賞
と
特
別
賞
は
と
も
に
、
ク
ラ
ブ
が
毎
年
、
最
高

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
顕
彰
す
る
。
プ
ロ
が
選
ぶ
ベ
ス
ト
・

プ
ロ
だ
。
今
年
も
多
く
の
推
薦
を
お
願
い
し
た
い
。

�

（
中
井
良
則
）

今月のことば
「
韓
国
で
は
反
日
の
本
は
売
れ
な
い
。
何
を
買
う
か
と
い
え
ば
、

村
上
春
樹
の
も
の
」

　
朴
正
鎮
・
津
田
塾
大
准
教
授（
10
・
22
）�

９
㌻

「
難
民
問
題
を
契
機
に
、
メ
ル
ケ
ル
独
首
相
は
、
E
U
の
基
盤

が
倫
理
観
に
あ
る
こ
と
を
気
づ
か
せ
た
」

　
ロ
ー
バ
ッ
ク
・
駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使（
10
・
21
）�

11
㌻

初の安倍・朴会談
日韓首脳会談が３年半ぶりに行われた。会談前に握手する韓国の朴槿恵大統領（右）と安倍晋三首相
＝11月2日、ソウルの青瓦台で 撮影：中村　光一（読売新聞社写真部）

今
年
も「
プ
ロ
が
選
ぶ
ベ
ス
ト
・
プ
ロ
」推
薦
を

　
ク
ラ
ブ
賞
、
特
別
賞
の
応
募
始
ま
る

�

＊
21
㌻
に
応
募
要
項
な
ど
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新
規
入
会

　引
き
続
き
拡
充

法
人
会
員
、
賛
助
会
員
の
入
会
金
不
要

　
10
月
26
日
開
催
さ
れ
た
理
事
会
は
、
最

近
の
会
員
の
入
退
会
状
況
に
つ
い
て
協
議

し
、
理
事
会
と
し
て
会
員
拡
充
に
今
後
も

取
り
組
む
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。
あ
わ

せ
て
、
法
人
会
員
と
賛
助
会
員
の
入
会
金

を
い
た
だ
か
な
い
特
例
措
置
を
２
０
１
６

年
度
も
続
け
る
こ
と
を
決
め
た
。

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
は
１
９
６
９
年
、
全

国
の
報
道
機
関
が
集
ま
り
設
立
さ
れ
た
。

そ
れ
以
来
、
新
聞
、
放
送
、
通
信
の
報
道

機
関
が
法
人
会
員
と
し
て
、
ク
ラ
ブ
を
支

え
て
き
た
。
法
人
会
員
社
は
意
思
決
定
機

関
で
あ
る
社
員
総
会
と
理
事
会
を
構
成

し
、
各
委
員
会
も
法
人
会
員
社
の
記
者
ら

が
中
心
と
な
り
、
ク
ラ
ブ
の
日
常
活
動
を

担
う
。
法
人
、
個
人
、
賛
助
の
３
種
別
の

会
員
か
ら
受
け
取
る
会
費
は
ク
ラ
ブ
年
間

収
入
の
83
％
を
占
め
る
が
、
法
人
会
員
は

会
費
の
６
割
強
、
収
入
全
体
で
み
る
と
半

分
以
上
を
負
担
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
財
政
と
運
営
の
要
と
な

る
法
人
会
員
社
は
１
９
９
０
年
代
に
は
１

５
０
社
を
超
え
た
が
、
21
世
紀
に
な
っ
て

減
り
続
け
た
。
と
り
わ
け
２
０
０
８
年
度

か
ら
12
年
度
の
５
年
間
で
県
域
テ
レ
ビ
局

を
中
心
に
23
社
も
退
会
が
相
次
ぎ
、
13
年

に
は
１
２
６
社
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
こ

う
し
た
事
態
に
危
機
感
を
持
っ
た
理
事
会

は
13
年
10
月
、
財
政
立
て
直
し
策
を
検
討

し
、
理
事
会
と
し
て
会
員
増
加
を
働
き
か

け
る
方
針
を
決
め
た
。
入
会
金
不
要
の
特

例
措
置
も
こ
の
時
、
申
し
合
わ
せ
た
。

　
各
理
事
の
働
き
か
け
も
あ
り
、
こ
の
２

年
間
で
法
人
会
員
の
新
規
入
会
は
11
社
を

数
え
、
２
社
の
退
会
が
あ
っ
た
も
の
の
１

３
５
社
に
回
復
し
た
。
一
方
、
法
人
賛
助

会
員
も
２
年
間
で
８
社
が
退
会
し
た
が
、

８
社
が
入
会
し
た
た
め
、
65
社
を
維
持
し

て
い
る
。
伊
藤
芳
明
理
事
長
は
こ
う
し
た

状
況
を
踏
ま
え「
理
事
会
と
し
て
引
き
続

き
入
会
促
進
に
取
り
組
み
た
い
」と
呼
び

か
け
た
。

　
同
日
の
理
事
会
で
は
15
年
度
上
期
の
事

業
報
告
と
中
間
決
算
が
報
告
さ
れ
た
。
ま

た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
あ
わ
せ
、
法

律
で
各
事
業
体
に
制
定
が
求
め
ら
れ
る
特

定
個
人
情
報
の「
取
扱
基
本
方
針
」と「
取

扱
規
程
」な
ど
も
決
定
し
た
。

　
プ
レ
ス
会
見
は「
戦
後
70
年
　
語
る
・

問
う
」シ
リ
ー
ズ
や
、
安
保
法
制
、
安
倍

上
期
の
プ
レ
ス
会
見
１
０
６
回

ニ
ュ
ー
ス
発
信
続
く

首
相
談
話
、
沖
縄
、
東
京
五
輪
な
ど
ニ
ュ

ー
ス
に
連
動
し
た
テ
ー
マ
を
中
心
に
ゲ
ス

ト
を
招
い
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
、

ド
イ
ツ
の
戦
後
和
解
と
い
っ
た
研
究
会
も

関
心
を
集
め
た
。
村
山
談
話
と
河
野
談
話

の
当
事
者
で
あ
る
村
山
富
市
元
首
相
と
河

野
洋
平
元
官
房
長
官
の
対
談（
６
月
９

日
）に
３
２
３
人
が
出
席
す
る
な
ど
、
出

席
者
が
２
０
０
人
を
超
え
た
会
見
は
５

回
。
新
聞
、
放
送
で
詳
し
く
報
道
さ
れ
た

会
見
も
多
く
、
ニ
ュ
ー
ス
発
信
の
場
と
し

て
の
ク
ラ
ブ
の
役
割
を
果
た
し
た
。
上
期

の
プ
レ
ス
会
見
の
回
数
は
前
年
度
に
匹
敵

す
る
１
０
６
回
だ
っ
た
。

　
上
期
の
収
支
を
も
と
に
作
っ
た
15
年
度

末
の
決
算
見
通
し
に
よ
る
と
、
収
入
は
予

算
に
や
や
届
か
な
い
も
の
の
、
支
出
は
全

般
的
に
抑
制
に
努
め
て
い
る
た
め
予
算
を

下
回
り
、
正
味
財
産
は
増
加
し
そ
う
だ
。

取
材
団
　
岡
山
県
と
中
国
へ

　
10
月
28
、
29
日
の
２
日
間
、
里
山
・
里

海
を
テ
ー
マ
に
取
材
団
が
岡
山
県
を
訪
れ

た
。
Ｏ
Ｂ
会
員
も
含
め
、
６
社
14
人
が
参

加
し
た
。
山
陽
新
聞
の
協
力
を
得
た
。

　
11
月
８
日
か
ら
１
週
間
の
日
程
で
初
の

中
国
取
材
団
を
派
遣
し
た
。
13
社
18
人
が

申
し
込
ん
だ
。

　
２
つ
の
取
材
団
の
詳
報
は
12
月
号
で
。

�

　（
専
務
理
事
　
中
井
良
則
）

理事会
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研究会「大丈夫か、マイナンバー」 3

甘利明・経済財政・再生担当相／ジョー
ンズ・ラグビー日本代表チームHC 4

小栗康平・映画監督／海外日系人の戦
後／柴田優呼・ニュージーランド・オタ
ゴ大助教授 5

トルコ人ジャーナリストを囲む会／
神宮外苑と国立競技場を未来へ手
わたす会／カラツォリス・駐日ギリシ
ャ大使 6

竹花豊・全国万引犯罪防止機構理事長／
オランダの労働市場改革に学ぶ／ジ
ャヌージ・米マンスフィールド財団理事長 7

岡慎一・第29回日本エイズ学会学術集会・
総会会長／シルバ・元ブラジル環境相／
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児童売春、児童ポルノに関する特別報告者
／野口健・登山家／志位和夫・日本共
産党委員長 10

セルダヘイ・駐日ハンガリー大使／ロ
ーバック・駐日スウェーデン大使 11

私と小栗監督の「泥の河」 11

� 西島雄造
記者ゼミ　次世代ジャーナリズム
の現場編 12

藤村厚夫・スマートニュース社執行役員
／橋元良明・東大大学院情報学環教授
ワーキングプレス
TPP大筋合意 13

� 日本経済新聞社　太田泰彦
日本人同時受賞　科学部の10月 14

� 読売新聞社　増満浩志
大村智さんノーベル賞受賞 山梨発 15

� 山梨日日新聞社　前島文彦
書いた話書かなかった話 16‣17

コンファームはトップの口から
高島益郎外務次官の思い出
� 井芹浩文
被災地通信　岩手県気仙地域 18

食卓に戻るその日まで
地元酒蔵�帰郷への思い
� 岩手日報社　小田野純一
リレーエッセー 19

最後の琉球政府主席・屋良朝苗さん
� 時事通信社　軽部謙介
マイBOOKマイPR 20
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国
民
全
員
に
、
一
生
変
わ
ら
な
い
12
桁
の
番
号
を
つ
け
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
。
法
律
施
行
を
は
さ
ん
で
２
度
目
の
集
中
勉
強
会

が
開
か
れ
た
。
依
然
と
し
て
国
民
の
理
解
が
進
ん
で
い
な
い
の
は

な
ぜ
な
の
か
？
　
そ
し
て
、
後
半
の
２
回
は
、
番
号
問
題
に
隠
れ

て
あ
ま
り
議
論
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
、
個
人
情
報
保
護
法
の
特
別

法
と
い
う
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
正
体
に
迫
る
議
論
が
交
わ
さ
れ

た
。

　
民
主
党
政
権
下
で
制
度
の
検
討
が
始
ま
っ
て
以
来
、
現
場
を
指

揮
す
る
ミ
ス
タ
ー
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
・
向
井
氏
は
、
高
齢
化
で
膨
ら

み
続
け
る
社
会
保
障
を
賄
う
た
め
に
は
、
所
得
や
資
産
に
比
例
し

て
、
よ
り
多
く
を
負
担
し
て
も
ら
う
仕
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
番
号
に
よ
る
そ
う
し
た
情
報
の
把
握
や
連
携
が
重
要

で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
日
本
の
将
来
の
た
め
に
は
不
可
欠
な
制

度
と
指
摘
。
し
か
し
、
効
率
や
利
便
性
を
高
め
る
た
め
に
、
制
度

の
半
分
は
Ｉ
Ｔ
政
策
で
で
き
て
い
て
、
こ
の
部
分
が
分
か
ら
な
い

と
混
乱
し
て
し
ま
う
と
話
し
、
周
知
活
動
の
難
し
さ
に
つ
い
て
述

べ
た
。

　
さ
ら
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
理
解
を
難
し
く
し
て
い
る
の
は
、
企

業
が
番
号
を
扱
う
ル
ー
ル
が
、
取
得
・
利
用
そ
し
て
廃
棄
に
至
る

ま
で
、
法
律
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
事
細
か
に
規
定
さ
れ
、
罰
則
ま

で
あ
る
こ
と
。
法
律
の
順
守
に
目
を
光
ら
せ
る
其
田
氏
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
保
護
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
上
で
、
便
乗
商
法
に
も
警

鐘
を
鳴
ら
し
た
。
こ
れ
は
特
に
中
小
企
業
な
ど
に
対
し
て
、
一
部

の
業
者
が
、
高
額
の
ソ
フ
ト
や
設
備
を
買
わ
せ
て
い
る
も
の
で
、

国
が
求
め
て
い
る
の
は
、そ
う
い
う
特
別
な
対
応
で
は
な
い
。「
大

事
な
も
の
は
鍵
の
か
か
る
所
に
し
ま
っ
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
よ

う
な
シ
ン
プ
ル
な
も
の
だ
と
し
て
理
解
を
求
め
た
。

　
一
方
、
番
号
を
め
ぐ
る
本
当
の
課
題
は
、
単
に
個
人
情
報
を
保

護
す
れ
ば
い
い
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
番
号
に
よ
る
個
人
情

報
の
連
携
に
、
そ
も
そ
も
ど
う
い
う
問
題
が
あ
る
の
か
？
　
そ
こ

に
ど
う
い
う
注
意
が
必
要
な
の
か
、
そ
し
て
ど
う
い
う
歯
止
め
を

考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
か
？
　
そ
う
し
た
本
質
的
な
議
論
が

な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
こ
そ
が
問
題
だ
と
指
摘
す
る
の
が
宮
下

氏
。ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
で
個
人
情
報
の
利
活
用
に
焦
点
が
あ
た
る
中
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
導
入
を
き
っ
か
け
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
意
味
を

再
確
認
し
、
そ
し
て
復
権
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
主
張
し
た
。

　
最
後
に
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
問
題
を
指
摘
し
た
の
が
岡
村
氏
。

個
人
情
報
保
護
法
の
特
別
法
で
あ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
最
大
の

課
題
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
適
用
除
外
条
項
が
事
実
上
欠
如
し
て

い
る
こ
と
だ
と
説
明
。
た
と
え
ば
調
査
報
道
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

裏
付
け
資
料
と
し
て
使
う
こ
と
が
違
法
と
さ
れ
か
ね
な
い
。
そ
れ

な
の
に
メ
デ
ィ
ア
自
身
が
、
こ
の
こ
と
を
十
分
に
分
析
、
自
覚
で

き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
強
調
。
い
ま
だ
に
個
人
情
報
保
護

法
が
、
取
材
を
拒
否
す
る
口
実
に
使
わ
れ
て
い
る
実
態
な
ど
も
踏

ま
え
た
上
で
、
メ
デ
ィ
ア
自
身
が
こ
の
問
題
に
関
心
を
持
つ
べ
き

で
は
と
指
摘
し
た
。

企
画
委
員
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
　
竹
田
　
忠

向
むか

井
い

　治
はる

紀
き

内閣官房社会保障
改革担当室審議官

10・２（金）同研究会①／司
会：竹田忠委員／出席：70人

其
その

田
だ

　真
ま

理
り

特定個人情報保護
委員会事務局長

10・９（金）同研究会②／司会：
竹田忠委員／出席：46人／動画

岡
おか

村
むら

　久
ひさ

道
みち

弁護士

10・20（火）同研究会④／司会：
橋場義之特別企画委員／出席：
62人

宮
みや

下
した

　紘
ひろし

中央大学准教授

10・13（火）同研究会③／司会：
竹田忠委員／出席：57人／動画

研究会「大丈夫か、マイナンバー」

報
道
の
自
由
か
ら
の
視
点
を�

岡
村
氏

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
復
権
を�

宮
下
氏

便
乗
商
法
に
も
警
鐘�

其
田
氏

制
度
の
半
分
は
Ｉ
Ｔ
政
策�

向
井
氏
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エ
デ
ィ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
チ
ー
ム
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ

10
・
30（
金
）記
者
会
見
／
司
会
：
伊
藤
芳
明

理
事
長
／
通
訳
：
中
澤
ジ
ュ
リ
ア
／
出
席
：

１
４
２
人
／
動
画

　
日
米
な
ど
12
カ
国
に
よ
る
環
太
平
洋
経

済
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）が
大
筋
合
意
に

達
し
て
か
ら
２
週
間
余
り
。
閣
僚
会
合
で

の
立
役
者
の
１
人
と
し
て
、「
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
の
繁
栄
を
約
束
す
る
枠
組
み
」

と
成
果
を
大
い
に
語
っ
た
。

　
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
7
カ
月
前
。
同
じ
会

見
場
で
ヤ
マ
ハ
発
動
機
の
清
宮
克
幸
監
督

が「（
Ｗ
杯
で
）ダ
メ
な
結
果
が
出
れ
ば
、

候
補
の
１
人
と
し
て
名
乗
り
出
る
」と
次

期
代
表
監
督
に
立
候
補
し
た
。
当
然
、
翌

甘あ
ま

利り

　
明あ

き
ら

　
経
済
財
政
・
再
生
担
当
相

10
・
20（
火
）記
者
会
見
／
司
会
：
軽
部
謙
介
委

員
／
出
席
：
１
０
２
人
／
動
画

垣間見えた
ルールメーカーとしての自負

最後まで引き出せなかった本音

だ
。こ
の
評
価
も
立
場
で
大
き
く
異
な
る
。

　
日
本
が
こ
れ
ま
で
結
ん
だ
経
済
連
携
協

定（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）の
関
税
撤
廃
率
を
大
き
く

上
回
る
。
牛
肉
・
豚
肉
な
ど
重
要
５
項
目

も
一
部
は
関
税
削
減
に
応
じ
る
た
め
、「
聖

域
を
守
っ
て
い
な
い
」と
の
批
判
が
出
そ

う
だ
。

　
そ
の
一
方
で
、
日
本
以
外
の
11
カ
国
の

関
税
撤
廃
率
は
全
て
99
～
１
０
０
％
な
の

で
、
自
由
貿
易
重
視
の
立
場
か
ら
は「
日

し
て
そ
の
矛
先
は
清
宮
監
督
で
は
な
く
、

む
し
ろ
報
じ
た
メ
デ
ィ
ア
の
方
に
向
い
て

い
た
と
い
う
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
生
ま

れ
、
Ｗ
杯
と
も
な
れ
ば
国
を
挙
げ
て
代
表

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
当
然
と
認
識
し
て

い
る
知
将
に
と
っ
て
は
、
チ
ー
ム
に
波
風

を
立
て
る
よ
う
な
報
道
は
我
慢
な
ら
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
７
、
８
月
の
北
米
遠
征
中
に
は
意
に
反

し
た
報
道
が
あ
っ
た
と
し
て
、
試
合
後
の

会
見
を
初
め
て
拒
否
し
た
。
代
わ
り
に
応

本
は
低
す
ぎ
」と
の
不
満
が
あ
る
。

　
甘
利
氏
は
関
税
を
で
き
る
だ
け
撤
廃
す

る「
高
い
野
心
」と「
重
要
品
目
を
し
っ
か

り
と
守
る
」と
い
う
２
つ
の
要
求
を
前
に

「
ど
こ
で
接
点
を
持
つ
か
が
非
常
に
苦
し

か
っ
た
」と
振
り
返
っ
た
。

　「
一
番
衝
撃
を
受
け
た
」と
い
う
舞
台

裏
の
１
コ
マ
も
明
ら
か
に
し
た
。
７
月
の

米
ハ
ワ
イ
で
の
閣
僚
会
合
。
途
上
国
で
関

税
撤
廃
に
後
ろ
向
き
と
み
ら
れ
て
い
た
ベ

ト
ナ
ム
が
途
中
で「
関
税
の
１
０
０
％
撤

廃
」の
カ
ー
ド
を
切
っ
て
き
た
。「
振
り

返
る
と（
日
本
の
）後
ろ
に
誰
も
い
な
い

状
況
に
な
っ
た
」と
受
け
止
め
た
。
ベ
ト

ナ
ム
の
閣
僚
に「
こ
ん
な
決
断
を
よ
く
で

き
た
ね
」と
水
を
向
け
る
と
、「
議
論
は

あ
っ
た
が
、国
運
を
か
け
る
決
断
を
し
た
」

と
打
ち
明
け
ら
れ
た
と
い
う
。

　
語
気
を
荒
ら
げ
た
の
は
、
中
国
へ
の
対

応
を
聞
か
れ
た
と
き
だ
っ
た
。「
予
見
可

能
性
の
高
い
ル
ー
ル
に
合
わ
せ
て
く
れ
れ

ば
、
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
」と
突
き

放
し
た
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
そ
の
先
進
的
な
内
容
か
ら
、

実
質
的
に
世
界
標
準
と
な
る
貿
易
・
投
資

ル
ー
ル
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
る
。
そ
の

ル
ー
ル
に
従
う
か
否
か
の
ど
ち
ら
か
だ
―
。

そ
ん
な
ル
ー
ル
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
強
い

自
負
が
垣
間
見
え
た
瞬
間
だ
っ
た
。

　
日
本
経
済
新
聞
編
集
委
員
兼
論
説
委
員

瀬
能
　
繁

対
し
た
別
の
コ
ー
チ
を
、
私
を
含
む
記
者

団
が
厳
し
く
問
い
詰
め
て
い
る
ほ
ん
の

７
、
８
㍍
先
で
、
エ
デ
ィ
ー
さ
ん
は
ス
タ

ッ
フ
と
会
話
し
、
時
折
笑
み
す
ら
見
せ
て

い
た
。
代
表
広
報
担
当
者
か
ら
伝
え
ら
れ

た
の
は「
メ
デ
ィ
ア
へ
の
信
頼
が
な
く
な

っ
た
」と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
っ
た
。

　
外
国
人
監
督
や
選
手
と
の
関
係
づ
く
り

は
、
ス
ポ
ー
ツ
報
道
に
従
事
す
る
者
に
と

っ
て
、
常
に
付
き
ま
と
う
課
題
だ
。
日
系

米
国
人
の
母
と
日
本
人
の
夫
人
を
持
ち
、

96
年
か
ら
日
本
の
ラ
グ
ビ
ー
界
と
関
わ
り

を
持
つ
エ
デ
ィ
ー
さ
ん
で
も
、
最
後
ま
で

相
互
理
解
の
及
ば
な
い
領
域
が
あ
っ
た
よ

う
に
思
う
。Ｗ
杯
期
間
中
、英
字
メ
デ
ィ
ア

に
日
本
ラ
グ
ビ
ー
協
会
へ
の
信
頼
を
失
っ

た
こ
と
が
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
退
任
理
由
の
１

つ
と
語
っ
て
い
た
彼
が
、
会
見
で
は「
新

し
い
経
験
が
自
分
に
必
要
だ
と
感
じ
た
」

と
語
る
に
と
ど
め
た
。
詰
め
切
れ
ら
れ
な

か
っ
た
距
離
が
、そ
う
さ
せ
た
と
感
じ
る
。

　「
出
る
杭
は
打
て
と
い
う
言
葉
は
、
日

本
の
ス
ポ
ー
ツ
を
表
し
て
い
る
」「
コ
ー
チ

も
学
ぶ
姿
勢
を
持
た
な
い
と
い
け
な
い
」。

会
見
で
ち
り
ば
め
た
金
言
は
、
エ
デ
ィ
ー

さ
ん
が
日
本
メ
デ
ィ
ア
に
発
せ
ら
れ
る
精

い
っ
ぱ
い
の
言
葉
だ
っ
た
と
思
う
。
彼
が

再
び
日
本
に
戻
っ
て
来
た
時
に
は
、
１
０

０
％
を
引
き
出
す
準
備
を
整
え
た
い
。

　
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
新
聞
ス
ポ
ー
ツ
部

阿
部
　
令

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
よ
っ
て

各
国
が
関

税
を
撤
廃

す
る
品
目

の
比
率
を

示
す「
関

税
撤
廃

率
」
を
み

る
と
、
日

本
は
95
％

日
朝
刊
の
見
出

し
ど
こ
ろ
に
な

っ
た
の
だ
が
、

そ
れ
ら
の
新
聞

を
読
ん
だ
エ
デ

ィ
ー
さ
ん
は
、

烈
火
の
ご
と
く

怒
り
狂
っ
た
と

伝
え
聞
く
。
そ
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小お

栗ぐ
り

　
康こ

う

平へ
い

　
映
画
監
督�

11
㌻
に
関
連
記
事
　

フ
ジ
タ
の
内
面
の
哀
し
み
と
は
？

10
・
16（
金
）シ
リ
ー
ズ
企
画「
戦
後
70
年
　
語
る
・
問
う
」3
3
／

会
：
倉
重
篤
郎
委
員
3
出
席
：
38
人
3
動
画

海
外
日
系
人
の
戦
後

「
ハ
ー
フ
で
は
な
く
ダ
ブ
ル
で
す
」

日
本
と
世
界
を
つ
な
ぐ
日
系
人

10
・
26（
月
）同
シ
リ
ー
ズ
企
画
3
3
／
会
：
：
中
井
良
則
専
務
理
3
出

席
：
44
人
3
動
画

柴し
ば

田た

　
優ゆ

う

呼こ

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
オ
タ
ゴ
大
学
助
教
授

被
爆
者
の
多
様
な
声
を
世
界
に

10
・
29（
木
）同
シ
リ
ー
ズ
企
画
3
3
／
会
：
：
中
井
良
則
専
務
理
3
出

席
：
40
人
3
動
画

　
今
な
ぜ
藤
田
嗣
治
な
の
か
。
小
栗

さ
ん
に
よ
る
と
、
１
つ
は
著
作
権
問

題
だ
と
い
う
。
藤
田
氏
側
の
厳
し
い

管
理
で
な
か
な
か
映
画
化
が
果
た
せ

な
か
っ
た
の
が
、
あ
る
人
の
仲
介
で

そ
れ
が
可
能
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
藤
田
と
い
う
人
物

に
関
心
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
だ
か
ら
、
制
作
に
あ
た
り
、
藤
田
に
関
す
る
文
献
は
日

記
に
至
る
ま
で
相
当
読
み
込
ん
だ
。
騒
が
し
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
。
自
我
が
強
く
、
個
性
的
な
生
き

方
を
す
る
藤
田
が
い
た
。
だ
が
、
映
画
化
す
る
際
に
は
そ

う
い
っ
た
伝
記
的
な
も
の
は
避
け
、
そ
の
内
面
的
な
も
の

を
描
こ
う
と
思
っ
た
、
と
い
う
。
そ
れ
は
、
１
９
２
０
年

代
の
エ
コ
ー
ル
・
ド
・
パ
リ
で
日
本
画
的
な
技
法
で
大
人

気
を
博
し
、
40
年
代
の
日
本
で
は
西
洋
の
歴
史
画
的
タ
ッ

チ
で
戦
争
協
力
画
を
描
き
、
全
く
違
う
２
つ
の
時
代
、
空

間
で
、
プ
ロ
と
し
て
ひ
る
ま
ず
に
表
現
に
携
わ
っ
て
き
た

人
間
の
哀
し
み
み
た
い
な
も
の
だ
、
と
い
う
。

　
小
栗
さ
ん
の
映
画
監
督
と
し
て
の
一
貫
し
た
モ
チ
ー
フ

は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
を
日
本
が
ど
う
受
容
し
た
か
」

で
あ
る
。
近
代
化
が
果
た
し
て
日
本
人
を
幸
福
に
し
た
の

か
。
そ
の
最
大
の
成
功
者
に
見
え
る
藤
田
の
内
面
に
一
体

ど
う
い
う
哀
し
み
が
あ
っ
た
の
か
。
こ
こ
か
ら
は
映
画
を

見
な
が
ら
じ
っ
く
り
考
え
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

企
画
委
員
　
毎
日
新
聞
専
門
論
説
委
員
　
倉
重
　
篤
郎

　
海
外
日
系
人
は
推
定

３
５
０
万
人
も
い
る
。

毎
年
、
世
界
各
国
か
ら

代
表
が
東
京
に
集
ま
り

海
外
日
系
人
大
会
を
開

く
。
来
日
し
た
ブ
ラ
ジ

ル
の
ア
ン
セ
ル
モ
・
ナ

カ
タ
ニ
さ
ん
と
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
ヘ
ル
・
サ
ン

　
戦
後
初
期
、
原
爆
に
よ
る「
爆
撃
」

「
攻
撃
」「
空
襲
」「
空
爆
」と
い
っ
た

表
現
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
原
爆「
投

下
」と
い
う
現
在
一
般
に
使
わ
れ
る

言
葉
は
、
投
下
に
至
る
ア
メ
リ
カ
の

意
思
と
責
任
を
ぼ
か
し
、
原
爆
に
よ
る
民
間
人
大
量
虐
殺

を
感
情
的
に
中
和
す
る
―
と
柴
田
助
教
授
は
指
摘
し
た
。

　
専
門
は
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
の
テ
キ
ス
ト
分
析
。

被
爆
体
験
を
描
い
た
作
品
と
し
て
有
名
な
ハ
ー
シ
ー
の

『
ヒ
ロ
シ
マ
』や
永
井
隆
の『
長
崎
の
鐘
』も
、
原
爆
を「
宇

宙
や
太
陽
の
力
」と
結
び
つ
け
て
使
用
を
正
当
化
し
た
ト

ル
ー
マ
ン
声
明
に
通
じ
る
言
説
構
造
を
持
つ
、
と
主
張
。

被
爆
者
の
多
様
な
声
を
、
日
本
の
た
め
で
は
な
く
世
界
の

た
め
に
、
日
本
の
閉
じ
た
言
語
空
間
の
外
で
、
伝
え
て
い

く
こ
と
の
重
要
性
を
力
説
し
た
。

　
米
大
統
領
が
広
島
を
、
日
本
の
首
相
が
真
珠
湾
を
そ
れ

ぞ
れ
訪
問
し
真
の
和
解
を
、
と
い
う
松
尾
文
夫
氏
の
提
案

に
つ
い
て
の
質
問
に「
良
い
と
思
う
。
た
だ
オ
バ
マ
大
統

領
は
被
害
者
に
祈
り
を
捧
げ
れ
ば
よ
く
、
日
本
や
日
本
人

に
謝
る
必
要
は
な
い
」と
述
べ
、
被
爆
者
と
日
本
人
一
般

を
明
確
に
分
け
た
。

　
会
見
後
、
著
書『“
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
”被
爆
神
話

を
解
体
す
る
』を
通
読
し
た
。
被
爆
や
強
制
収
容
所
な
ど

で「
む
き
だ
し
の
生
」を
強
い
ら
れ
た
人
々
の
体
験
を
代

理
表
象
す
る
困
難
を
、
強
く
意
識
し
て
い
る
の
が
印
象
的

だ
っ
た
。�

共
同
通
信
編
集
・
論
説
委
員
　
船
津
　
靖

戦後70年

写真左から、ヘル・インドネシア・ヤ
ヤサン福祉友の会理事長、ナカタニ・
日伯文化連盟前理事長、田中・海
外日系人協会理事長

ト
ソ
さ
ん
の
２
人
の
二
世
に
戦
後
70
年
の
歩
み
を
聞
い
た
。

　
ナ
カ
タ
ニ
さ
ん
は
日
本
企
業
の
現
地
法
人
社
長
を
長
く

務
め
た
。「
日
本
か
ら
来
る
ボ
ス
に
差
別
さ
れ
る
か
ら
、

日
本
の
会
社
に
入
り
た
い
日
系
人
は
今
、
ほ
と
ん
ど
い
な

い
。
若
い
世
代
が
日
本
語
を
学
ぶ
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
な

く
な
る
の
が
残
念
だ
」と
進
出
企
業
に
苦
情
を
呈
し
た
。

　
ヘ
ル
さ
ん
は「
日
系
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
ダ
ブ
ル
で

す
」と
自
己
紹
介
。
父
の
祖
国
・
日
本
と
母
の
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
両
方
を
よ
く
知
る
か
ら
、
ハ
ー
フ
で
は
な
く
ダ
ブ

ル
だ
、
と
い
う
。
父
は
日
本
の
敗
戦
後
、
独
立
戦
争
に
加

わ
っ
た
残
留
日
本
兵
の
１
人
。
英
雄
墓
地
に
眠
る
。

　
田
中
克
之
海
外
日
系
人
協
会
理
事
長
は
、
戦
後
、
困
窮

し
た
日
本
に
日
系
人
が
ラ
ラ
物
資
を
贈
り
援
助
し
て
く
れ

た
、
と
説
明
し
た
。
日
本
と
世
界
の
懸
け
橋
で
あ
る
日
系

人
を
大
切
に
す
る
社
会
で
あ
り
た
い
。

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
専
務
理
事
　
中
井
　
良
則



No.549　2015.11.10　日本記者クラブ会報⃝ 6

日本記者クラブチャンネルに会見動画� クラブゲス ト

ト
ル
コ
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
囲
む
会

シ
リ
ア
の
隣
国

　ト
ル
コ
再
び
不
安
定
化
か

９
・
30（
水
）囲
む
会
／
司
会
：
杉
田
弘
毅
委
員
／
出
席
：
56
人
／
動
画

神
宮
外
苑
と
国
立
競
技
場
を
未
来
へ
手
わ
た
す
会

発
し
続
け
た
市
民
の
疑
問
の
声

10
・
１（
木
）研
究
会「
リ
セ
ッ
ト
東
京
五
輪
」②
／
司
会
：
川
戸
惠
子
委

員
／
出
席
：
31
人
／
動
画

ル
カ
ス
・
カ
ラ
ツ
ォ
リ
ス
　
駐
日
ギ
リ
シ
ャ
大
使

「
わ
れ
わ
れ
は
危
機
の
最
中
に
あ
る
」

10
・
６（
火
）記
者
会
見
／
司
会
：
福
本
容
子
委
員
／
通
訳
：
西
村
好
美

／
出
席
：
48
人
／
動
画

　
混
乱
が
続
く
シ
リ
ア
に
接

し
、
問
題
解
決
へ
の
役
割
が
期

待
さ
れ
る
ト
ル
コ
共
和
国
だ

が
、
国
民
の
20
％
を
占
め
る
少

数
民
族
ク
ル
ド
族
と
政
権
と
の

和
平
プ
ロ
セ
ス
に
再
び
暗
雲
が

立
ち
込
め
て
い
る
。

　
会
見
し
た
ト
ル
コ
の
新
聞
記

者
ら
６
人
は
、
こ
の
危
機
に
際

し
エ
ル
ド
ア
ン
政
権
が
メ
デ
ィ

　
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
準
備
段
階
で
起
こ
っ
た
新
国

立
競
技
場
建
設
と
エ
ン
ブ
レ
ム
に
絡
む

ト
ラ
ブ
ル
。
巨
額
の
総
工
費
か
ら
白
紙

撤
回
さ
れ
た
メ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建

て
直
し
問
題
に
、
著
名
建
築
家
な
ど
と

と
も
に
一
般
市
民
の
目
線
で
疑
問
の
声

を
上
げ
続
け
た
。
こ
の
活
動
が
な
か
っ

　
財
政
破
綻
と
ユ
ー
ロ
圏
離
脱
を
ひ

と
ま
ず
回
避
し
た
か
と
思
え
ば
、
今

度
は
難
民
問
題
だ
。
危
機
の
震
源
地

と
し
て
、地
中
海
の
玄
関
口
と
し
て
、

ギ
リ
シ
ャ
情
勢
は
日
本
で
も
盛
ん
に

報
じ
ら
れ
る
が
、
理
解
し
難
い
点
も
多
い
。「
ギ
リ
シ
ャ

は
危
機
の
最
中
に
あ
る
」と
切
り
出
し
た
カ
ラ
ツ
ォ
リ
ス

氏
は
、
母
国
の
実
情
を
丁
寧
に
解
説
し
た
。

　
公
約
を
守
ら
な
か
っ
た
チ
プ
ラ
ス
首
相
が
９
月
の
選
挙

で
再
び
勝
利
し
た
の
は
な
ぜ
か
。「
有
力
な
対
抗
馬
が
い

な
か
っ
た
」と
の
指
摘
は
確
か
だ
ろ
う
。
だ
が
肝
心
な
の

は「
改
革
が
必
要
と
い
う
共
通
認
識
が
ギ
リ
シ
ャ
国
民
に

出
来
上
が
っ
て
い
る
」と
の
分
析
だ
。
旧
体
制
を
批
判
す

る
若
き
リ
ー
ダ
ー
が
国
民
の
負
託
を
受
け
続
け
る
の
は
、

か
す
か
な
望
み
に
か
け
る
国
民
の
窮
状
を
映
し
て
い
る
。

　
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
に
は
財
政
や
難
民
だ
け
で
な
く「
安

全
保
障
に
も
目
を
向
け
て
ほ
し
い
」と
注
文
を
つ
け
た
。

に
わ
か
に
は
ピ
ン
と
こ
な
い
が
、
列
強
に
翻
弄
さ
れ
た
苦

い
歴
史
と
、「
不
幸
な
こ
と
に
黒
海
や
中
東
・
北
ア
フ
リ

カ
と
い
っ
た
不
安
定
な
地
域
に
囲
ま
れ
て
い
る
」と
い
う

今
の
危
機
感
に
由
来
す
る
の
だ
ろ
う
。

　
同
じ
島
国
と
し
て
周
辺
国
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

日
本
と
の
共
通
項
は
財
政
問
題
に
限
ら
な
い
。
今
後
の
動

向
も
丹
念
に
追
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
う
感
じ
さ
せ

ら
れ
る
会
見
だ
っ
た
。

日
本
経
済
新
聞
国
際
ア
ジ
ア
部
　
鳳
山
　
太
成

ア
弾
圧
を
し
て
い
る
と
訴
え
た
。「
ク
ル
ド
問
題
は
和
平

に
向
か
う
か
に
見
え
た
が
、
再
び
暴
力
の
応
酬
に
向
か
っ

て
い
る
」「
政
権
を
批
判
し
た
ら
解
雇
さ
れ
た
」「
過
去
１
年

間
に
１
０
０
０
人
以
上
が
起
訴
さ
れ
た
」等
々
。

　
エ
ル
ド
ア
ン
大
統
領
は
大
統
領
権
限
強
化
を
図
り
、
ク

ル
ド
族
議
員
や
与
党（
公
正
発
展
党
）内
部
か
ら
も
批
判

が
続
出
。
今
年
６
月
の
総
選
挙
で
は
与
党
が
過
半
数
を
割

り
、
11
月
１
日
に
再
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
隣
国
シ
リ
ア
で

は
、
ア
サ
ド
政
権
・
反
政
府
勢
力
・
Ｉ
Ｓ（
イ
ス
ラ
ム
国
）

等
入
り
乱
れ
て
内
戦
が
続
き
、
欧
米
・
ア
ラ
ブ
連
合
軍
に

続
き
ト
ル
コ
も
空
か
ら
参
戦
。
ロ
シ
ア
も
空
爆
を
始
め
、

多
く
の
難
民
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
脱
出
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
中
、
首
都
ア
ン
カ
ラ
で
は
10
月
、
爆
発
テ
ロ
で
97
人
が

死
亡
す
る
な
ど
不
穏
な
空
気
に
包
ま
れ
て
い
る
。

山
陽
放
送
出
身
　
原
田
　
健
男

＊
ゲ
ス
ト
名
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

た
ら
、メ
デ
ィ
ア
へ
の
問
題
浸
透
は
遅
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
共
同
代
表
は
作
家
の
森
ま
ゆ
み
さ
ん（
右
）と
建
築
家

の
大
橋
智
子
さ
ん
。
一
昨
年
発
足
し
た
会
は
、
都
市
の
貴

重
な
緑
地
で
あ
る
神
宮
外
苑
の
緑
を
壊
さ
な
い
、
１
９
６

４
年
東
京
五
輪
の
記
念
碑
的
建
造
物
で
あ
る
旧
国
立
競
技

場
を
改
修
し
て
使
う
―
こ
と
を
め
ざ
し
た
。
神
宮
外
苑
の

歴
史
、
環
境
に
根
差
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
、
提
言
を

発
し
た
。
し
か
し
、
建
設
主
体
の
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ

ン
タ
ー
や
文
科
省
に
無
視
さ
れ
続
け
た
。
一
度
回
り
出
し

た
ら
止
ま
ら
な
い
日
本
の
公
共
工
事
の
悪
弊
。
森
さ
ん
は

「
日
本
は『
聞
か
な
い
』民
主
主
義
国
家
」と
皮
肉
っ
た
。

　「
国
家
の
力
が
強
く
て
一
方
的
に
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、

市
民
の
考
え
を
組
み
入
れ
な
が
ら
進
め
る
べ
き
だ
」と
あ

る
べ
き
姿
を
語
る
。
結
果
的
に
、
五
輪
開
催
と
い
う
巨
大

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、
市
民
の
声
を
無
視
で
き
な
く
な

っ
た
な
ら
、
そ
れ
は
日
本
国
民
に
と
っ
て
東
京
大
会
の
意

味
あ
る
レ
ガ
シ
ー
（
遺
産
）と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

共
同
通
信
編
集
委
員
兼
論
説
委
員
　
小
沢
　
剛
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竹た
け

花は
な

　
豊ゆ

た
か

　
全
国
万
引
犯
罪
防
止
機
構
理
事
長

高
齢
化
、
換
金
方
法
の
多
様
化

社
会
の
変
化
反
映
す
る
万
引
犯
罪

10
・
８（
木
）記
者
会
見
／
司
会
：
杉
尾
秀
哉
委
員
／
出
席
：
37
人
／
動

画

オ
ラ
ン
ダ
の
労
働
市
場
改
革
に
学
ぶ

改
革
か
ら
逃
げ
な
い
勇
気
求
め
る

10
・
14（
水
）記
者
会
見
／
司
会
：
実
哲
也
委
員
／
通
訳
：
長
井
鞠
子
、

佐
藤
雅
子
／
出
席
：
63
人
／
動
画

フ
ラ
ン
ク・ジ
ャ
ヌ
ー
ジ
　
米
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
財
団
理
事
長

忍
耐
強
い
楽
観
主
義
者

10
・
15（
木
）記
者
会
見
／
司
会
：
秦
野
る
り
子
委
員
／
通
訳
：
長
井
鞠

子
／
出
席
：
40
人
／
動
画

　
竹
花
豊
氏
は
、
東
京
都
の
副
知
事
も
務
め
た
異
色
の
元

警
察
官
僚
で
あ
る
。
そ
の
竹
花
氏
が
理
事
長
を
務
め
る
全

国
万
引
犯
罪
防
止
機
構
が
、今
年
で
設
立
10
年
を
迎
え
た
。

　
竹
花
氏
に
よ
れ
ば
、
年
間
の
万
引
被
害
総
額
は
推
定
４

６
１
５
億
円
。
全
刑
法
犯
の
認
知
件
数
低
下
の
傾
向
が
続

く
中
、
万
引
の
占
め
る
割
合
は
増
え
る
一
方
で
、
今
や
10

件
に
１
件
に
上
る
。

　
そ
の
万
引
犯
罪
が
近
年
、
新
た
な

展
開
を
迎
え
て
い
る
。
１
つ
は
高
齢

化
、
そ
し
て
も
う
１
つ
は
社
会
の
変

化
に
よ
る
換
金
方
法
の
多
様
化
だ
。

　
か
つ
て
万
引
は「
青
少
年
の
犯

罪
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
が
、
検
挙
数
で
は
３

年
前
か
ら
高
齢
者
が
青
少
年
を
上
回
っ
た
。
ま
た
新
古
書

店
や
ネ
ッ
ト
通
販
の
普
及
も
あ
り
、
大
量
万
引
や
組
織
犯

罪
の
横
行
も
目
立
つ
。

　
竹
花
氏
は
、「
万
引
は
社
会
を
腐
敗
さ
せ
る
病
巣
だ
」

と
指
摘
す
る
。

　
問
題
解
決
に
は
自
助（
小
売
店
）、
公
助（
警
察
・
司
法
）、

共
助（
機
構
）の
機
能
強
化
と
、
相
互
連
携
の
充
実
が
カ

ギ
に
な
る
。
そ
し
て
何
よ
り
重
要
な
の
は
、「
万
引
犯
罪

を
決
し
て
許
さ
な
い
」と
い
う
、
社
会
全
体
の
強
い
意
思

で
あ
ろ
う
。

企
画
委
員
　
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
報
道
局
解
説
室
長
　
杉
尾
　
秀
哉

　
日
本
で
は
パ
ー
ト
な
ど
で
働
く

非
正
規
社
員
の
比
率
が
高
ま
り
、

雇
用
の
不
安
定
化
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
。
だ
が
、
非
正
規
比
率
が

日
本
よ
り
高
い
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、

そ
れ
を
問
題
視
す
る
声
は
ほ
と
ん

ど
な
い
よ
う
だ
。
違
い
は
ど
こ
に

あ
る
の
か
。
欧
州
の
大
手
人
材
サ

ー
ビ
ス
会
社
、
ラ
ン
ス
タ
ッ
ド
の

　
米
民
主
党
き
っ
て
の
ア
ジ
ア
通
の

１
人
。
流
動
化
す
る
東
ア
ジ
ア
情
勢

に
つ
い
て
の
、
包
括
的
で
よ
く
整
理

さ
れ
た
分
析
か
ら
は“
忍
耐
強
い
楽

観
主
義
者
”の
側
面
が
う
か
が
え
た
。

　
台
頭
す
る
中
国
に
は「
環
境
破
壊
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全

保
障
」「
高
齢
化
」「
貧
富
の
格
差
」「
少
数
民
族
」「
汚
職
・
腐

敗
」の
６
匹
の
竜（
克
服
す
べ
き
課
題
）が
潜
ん
で
い
る
と

い
う
。「
こ
れ
ら
の
竜
を
退
治
し
て
中
国
を
成
功
し
た
国

に
導
く
こ
と
が
日
米
共
通
の
利
益
に
な
る
」と
強
調
、
既

存
の
安
全
保
障
協
力
体
制
の
強
化
に
加
え
て「
中
国
を
敵

視
せ
ず
、
共
通
の
土
俵
に
引
き
込
ん
で
い
く〝
リ
バ
ラ
ン

ス
の
リ
バ
ラ
ン
ス
〟が
必
要
だ
」と
結
論
づ
け
た
。

　
北
朝
鮮
の
核
開
発
に
つ
い
て
は
、
オ
バ
マ
政
権
の
戦
略

的
忍
耐
政
策
は
明
ら
か
に
失
敗
だ
っ
た
と
率
直
に
認
め
た

上
で「
時
間
は
か
か
っ
て
も
核
開
発
を
や
め
る
こ
と
が
彼

ら
の
利
益
に
な
る
と
い
う
意
思
決
定
が
で
き
る
よ
う
な
環

境
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
」と
述
べ
た
。

　
か
つ
て
の
上
司
だ
っ
た
バ
イ
デ
ン
副
大
統
領
の
大
統
領

選
出
馬
の
可
能
性
に
つ
い
て
問
わ
れ
る
と「
彼
は
と
て
も

家
族
を
大
切
に
す
る
人
だ
」と
切
り
出
し
、
ワ
シ
ン
ト
ン

の
オ
フ
ィ
ス
か
ら
遠
く
離
れ
た
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
自
宅
に

戻
る
バ
イ
デ
ン
氏
に
付
き
合
わ
さ
れ
て
、
帰
宅
が
深
夜
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
披
露
し
て
く
れ
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
室
解
説
主
幹
　
出
石
　
直

幹
部
で
あ
る
ム
ン
ツ
氏（
写
真
中
）は
、
賃
金
や
年
金
な
ど

の
待
遇
面
で
差
別
が
な
い
こ
と
や
、
社
会
的
に
も
非
正
規

労
働
者
の
地
位
は
低
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
薄
い
点
を
挙

げ
た
。
非
正
規
雇
用
が
女
性
の
就
業
率
向
上
に
有
効
な
道

筋
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
だ
。

　
非
正
規
の
増
加
も
含
む「
柔
軟
な
労
働
市
場
」は
、
世

界
の
変
化
に
即
応
し
て
経
済
を
強
く
し
、
雇
用
を
創
出
す

る
上
で
も
重
要
だ
と
強
調
し
た
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
バ
ル

ケ
ネ
ン
デ
元
首
相（
右
）だ
。
首
相
在
任
中
に
社
会
保
障
・

雇
用
改
革
を
主
導
し
た
経
験
を
率
直
に
語
っ
て
く
れ
た
。

働
く
意
欲
を
阻
害
す
る
給
付
の
削
減
な
ど
痛
み
も
伴
う
改

革
を
実
施
し
た
。
政
治
家
に
必
要
な
の
は
、
問
題
か
ら
逃

げ
な
い
勇
気
と
改
革
の
必
要
性
を
丁
寧
に
説
明
す
る
努
力

だ
と
訴
え
た
。
日
本
の
政
治
家
に
最
も
求
め
ら
れ
る
点
だ

ろ
う
。企

画
委
員
　
日
本
経
済
新
聞
論
説
副
委
員
長
　
実
　
哲
也

＊
写
真
左
は
村
上
由
美
子
・
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
東
京
セ
ン
タ
ー
所
長
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岡お
か

　
慎し

ん

一い
ち

　
第
29
回
日
本
エ
イ
ズ
学
会
学
術
集
会
・
総
会
会
長

予
防
と
治
療
の
大
き
な
成
果
を
反
映

10
・
15（
木
）記
者
会
見「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
」／
司
会
：
宮
田
一
雄
委
員

／
出
席
：
22
人
／
動
画

マ
リ
ナ
・
シ
ル
バ
　
元
ブ
ラ
ジ
ル
環
境
相

人
類
に
逃
げ
場
は
な
い

10
・
16（
金
）記
者
会
見
／
司
会
：
川
上
高
志
委
員
／
通
訳
：
竹
原
ミ
チ

コ
／
出
席
：
38
人
／
動
画

奥お
く

野の

　
長ち

ょ
う

衛え

　
Ｊ
Ａ
全
中
会
長

根
っ
か
ら
の
協
同
組
合
主
義
者

10
・
19（
月
）記
者
会
見
／
司
会
：
川
村
晃
司
委
員
／
出
席
：
71
人
／
動

画

　
今
年
の
日
本
エ
イ
ズ
学
会
は
11
月
30
、
12
月
１
日
に
東

京
で
開
か
れ
る
。
わ
が
国
エ
イ
ズ
診
療
の
第
一
人
者
と
さ

れ
る
岡
会
長
が
選
ん
だ
テ
ー
マ
は「
予
防
、
予
防
、
予
防
、

そ
し
て
予
防
」。
や
や
意
外
な
印
象
だ
が
、
早
期
治
療
に

よ
り（
１
）Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
た
人
の
エ
イ
ズ
発
症
を
防

ぎ
、
長
期
生
存
が
可
能
に
な
っ
た（
２
）体
内
の
ウ
イ
ル

ス
量
が
減
り
、
他
の
人
へ
の
感
染
の
リ
ス
ク
を
大
き
く
下

げ
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
―
と
い
う
最
近
の
研
究
の

２
大
成
果
を
踏
ま
え
て
い
る
と
い
う
。

　
世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）は
そ

の
研
究
成
果
を
も
と
に
、
12
月
発
表

予
定
だ
っ
た
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

う
ち
２
点
を
３
カ
月
前
倒
し
し
て
先

行
発
表
し
て
い
る
。
１
つ
は
、
免
疫

細
胞
が
一
定
レ
ベ
ル
ま
で
減
少
す
る
の
を
待
つ
の
で
は
な

く
、感
染
が
分
か
っ
た
ら
直
ち
に
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
。

も
う
１
つ
は
、
感
染
リ
ス
ク
の
極
め
て
高
い
と
思
わ
れ
る

人
に
限
り
、
感
染
し
て
い
な
く
て
も
抗
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス

薬
の
曝
露
前
予
防
投
与（
Ｐ
ｒ
Ｅ
Ｐ
）を
認
め
る
こ
と
だ
。

今
学
会
で
は
こ
れ
ら
の
研
究
分
野
の
第
一
人
者
を
海
外
か

ら
招
き
、
最
新
の
研
究
成
果
を
聴
く
と
い
う
。

　
学
会
前
後
の
期
間
に
は「
東
京
エ
イ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
ス
」

と
し
て
都
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
。
組
織
委

員
の
生い

く

島し
ま

嗣ゆ
ず
るさ

ん
か
ら
、
そ
の
概
要
も
紹
介
さ
れ
た
。

企
画
委
員
　
産
経
新
聞
特
別
記
者
　
宮
田
　
一
雄

　「
現
在
の
世
界
の
開
発
モ
デ
ル
は
、

環
境
面
、
社
会
面
な
ど
多
く
の
側
面

で
持
続
可
能
で
は
な
い
。
人
類
は
早

急
に
、
よ
り
持
続
的
な
開
発
モ
デ
ル

を
手
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

　
ブ
ラ
ジ
ル
・
ア
マ
ゾ
ン
の
貧
農
の
家
に
生
ま
れ
、
苦
学

の
末
に
ブ
ラ
ジ
ル
史
上
最
年
少
の
上
院
議
員
と
な
っ
た
こ

と
で
知
ら
れ
る
。
ア
マ
ゾ
ン
の
熱
帯
雨
林
保
護
活
動
の
最

前
線
に
立
ち
、
ル
ラ
政
権
時
代
に
は
環
境
相
も
務
め
た
シ

ル
バ
氏
。
闘
志
を
内
に
秘
め
た
静
か
な
語
り
口
で
、
現
代

の
文
明
が
直
面
す
る
危
機
の
実
相
を
描
い
て
み
せ
た
。
環

境
の
危
機
、
社
会
的
な
危
機
な
ど
多
く
の
危
機
が
折
り
重

な
り「
現
代
文
明
は
存
立
の
危
機
に
立
っ
て
い
る
。
一
部

の
国
や
政
治
家
だ
け
で
な
く
人
類
全
体
が
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
い
け
な
い
問
題
だ
」と
訴
え
た
。

　
２
０
３
０
年
ま
で
に
国
際
社
会
が
達
成
を
め
ざ
す
17
項

目
の「
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」が
採
択
さ

れ
、
年
末
に
は
パ
リ
で
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
会
議
が
開

か
れ
る
。
今
年
は
、
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
へ
の
歩
み

を
速
め
る
年
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　「
過
去
に
も
滅
ん
だ
文
明
は
あ
っ
た
が
、
現
代
文
明
の

危
機
は
地
球
上
の
全
て
の
場
所
で
、
全
て
の
人
間
を
網
羅

し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
に
逃
げ
る
場
所
は
な
い
の
だ
」と

い
う
言
葉
が
印
象
的
だ
っ
た
。

共
同
通
信
編
集
委
員
　
井
田
　
徹
治

　
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）大
筋
合
意
や
農

協
法
改
正
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。
８
月
に
Ｊ
Ａ
全
中
の

会
長
に
選
任
さ
れ
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で
初
め
て
会
見
す

る
奥
野
さ
ん
は
、
何
を
言
う
の
だ
ろ
う
。
目
先
の
取
材
テ

ー
マ
を
追
い
か
け
る
記
者
は
、面
食
ら
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
会
見
の
大
部
分
を「
自
己
紹
介
」

に
費
や
し
た
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
質
疑
応
答
で
は
き
ち
ん
と
目
先
の

問
題
に
も
答
え
て
い
た
。
三
重
県
伊

勢
市
出
身
で
、
農
家
の
跡
取
り
と
し

て
育
っ
た
。
関
西
大
学
で
生
活
協
同
組
合
活
動
に
の
め
り

込
み
、
協
同
組
合
と
は
何
か
を
学
ん
だ
。

　「
協
同
組
合
と
は
、
組
合
員
と
共
に
事
業
を
展
開
す
る

も
の
」。
奥
野
さ
ん
の
行
動
の
原
点
で
あ
る
こ
の
こ
と
を

会
見
で
伝
え
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
農
協
は
役
職
員
の
た

め
の
組
織
で
は
な
く
、
政
治
運
動
を
す
る
組
織
で
も
な
い

と
い
う
考
え
方
は
、
こ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
。

　
Ｊ
Ａ
全
中
の
会
長
選
挙
に
立
候
補
し
た
の
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

反
対
運
動
で
、
数
千
人
の
大
集
会
を
開
き
政
治
家
に
圧
力

を
か
け
る
運
動
に
疑
問
を
抱
い
た
か
ら
だ
と
い
う
。「
ど

の
政
権
と
も
対
決
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
対
話
で
し
か
、

も
の
ご
と
は
前
に
進
ま
な
い
か
ら
だ
」

　
語
り
口
は
穏
や
か
だ
が
、
長
い
協
同
組
合
活
動
で
培
っ

た
芯
の
強
さ
を
感
じ
さ
せ
る
爽
や
か
な
会
見
だ
っ
た
。

朝
日
新
聞
出
身
　
村
田
　
泰
夫
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朴Jungjin Park

正
鎮
　
津
田
塾
大
学
准
教
授

対
中
認
識
の
違
い
を
理
解
す
べ
き

10
・
22（
木
）研
究
会「
中
韓
接
近
と
今
後
の
日
韓
関
係
」／
司
会
：
山
本

勇
二
委
員
／
出
席
：
70
人
／
動
画

山や
ま

口ぐ
ち

　
那な

津つ

男お

　
公
明
党
代
表

対
韓
・
対
中
外
交
で
「
地
な
ら
し
」
強
調

10
・
23（
金
）記
者
会
見
／
司
会
：
星
浩
委
員
／
出
席
：
92
人
／
動
画

ハ
ナ
ア
・
シ
ン
ガ
ー
　
ユ
ニ
セ
フ
シ
リ
ア
事
務
所
代
表

ヨ
ー
カ
・
ブ
ラ
ン
ト
　
ユ
ニ
セ
フ
本
部
事
務
局
次
長

シ
リ
ア
の
子
ど
も
危
機
を
身
近
に
受
け
止
め
て

10
・
23（
金
）記
者
会
見
／
司
会
：
土
生
修
一
事
務
局
長
／
通
訳
：
池
田

薫
／
出
席
：
61
人
／
動
画

　
韓
国
は
中
国
へ
の
傾
斜
を
深
め
る
。
貿
易
、
観
光
客
の

増
加
、
中
国
が
持
つ
北
朝
鮮
へ
の
影
響
力
に
よ
る
も
の
だ

が
、
一
方
で「
日
本
離
れ
」は
進
む
。
韓
国
人
研
究
者
は

ど
う
見
て
い
る
の
か
。　

朴
准
教
授
に
よ
れ
ば
、
韓
国
は
米

中
両
国
の
間
で
い
か
に
均
衡
を
取

り
、
朝
鮮
半
島
で
の
危
機
を
回
避
す

る
か
、
常
に
難
し
い
選
択
を
迫
ら
れ

て
い
る
。
韓
国
は
ま
ず
、
外
交
、
安

全
保
障
の
両
面
で
米
国
と
の
連
携
を
固
め
る
。
中
国
と
は

対
立
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
中
国
が
成
長
を
持
続
し

国
際
社
会
の
ル
ー
ル
に
適
応
す
る
よ
う
促
す
、
関
与
政
策

が
必
要
だ
と
提
言
し
た
。
朴
槿
恵
政
権
で
は
な
く
、今
後
、

革
新
系
政
権
が
で
き
て
も
、
こ
の
よ
う
な
路
線
は
変
わ
ら

な
い
と
予
測
す
る
。

　
日
本
と
韓
国
で
は
、
中
国
に
対
す
る
認
識
が
異
な
る
。

そ
れ
を
十
分
に
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
側
は
中
国

の
拡
大
抑
止
を
強
調
し
中
韓
接
近
を
批
判
す
る
が
、
韓
国

が
直
面
す
る
現
実
を
見
て
い
な
い
と
指
摘
し
た
。

　
で
は
、
韓
国
国
民
は
中
国
に
親
近
感
を
持
つ
の
か
。
朴

准
教
授
に
よ
る
と
、
中
国
の
大
衆
文
化
や
小
説
が
人
気
と

い
う
現
象
は
見
ら
れ
ず
、
小
説
や
ポ
ッ
プ
ス
な
ど
文
化
面

で
は
圧
倒
的
に「
日
流
」だ
と
い
う
。
韓
国
は
ど
こ
か
で

バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

企
画
委
員
　
東
京
新
聞
論
説
委
員
　
山
本
　
勇
二

　
公
明
党
の
山
口
那
津
男
代
表
が
10

月
に
韓
国
、
中
国
を
訪
問
。
安
倍
晋

三
首
相
の
対
韓
・
対
中
関
係
の
改
善

に
向
け
た「
地
な
ら
し
役
」を
果
た

し
た
と
胸
を
張
っ
た
。

　
韓
国
で
は
朴
槿
恵
大
統
領
と
会
談
。「
慰
安
婦
問
題
を

人
権
問
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
早
期
解
決
を
望
む
」と

い
う
率
直
な
意
見
を
聞
い
た
。
安
倍
首
相
と
の
初
の
首
脳

会
談
に
も
前
向
き
な
姿
勢
を
見
せ
た
と
い
う
。中
国
で
は
、

習
近
平
国
家
主
席
と
短
時
間
の
立
ち
話
。「
東
京
の
桜
を

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
」と
来
春
の
訪
日
に
水
を
向
け
た

ら
、
う
な
ず
い
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
披
露
し
た
。

　
政
権
与
党
と
し
て
集
団
的
自
衛
権
を
容
認
す
る
安
全
保

障
法
制
を
推
進
し
た
公
明
党
で
は
、
支
持
組
織
で
あ
る
創

価
学
会
の
一
部
か
ら
不
満
も
漏
れ
る
。「
平
和
の
党
」と

し
て
韓
国
・
中
国
と
の
関
係
回
復
に
力
を
注
い
で
い
る
姿

勢
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
支
持
組
織
の
理
解
を
得
た
い
と
い
う

狙
い
も
あ
る
よ
う
だ
。

　
消
費
税
率
再
引
き
上
げ
の
時
に
食
料
品
へ
の
軽
減
税
率

を
導
入
す
る
こ
と
も
、
支
持
組
織
か
ら
の
強
い
要
望
だ
。

「
軽
減
税
率
で
痛
税
感
を
和
ら
げ
る
必
要
が
あ
る
」と
強

調
し
た
が
、
財
源
に
つ
い
て
は「
今
後
、
協
議
し
て
い
く
」

と
述
べ
、
手
探
り
の
状
況
だ
。
山
口
氏
に
と
っ
て
は
、
安

保
法
制
に
続
い
て
、
頭
の
痛
い
問
題
で
あ
る
。

企
画
委
員
　
朝
日
新
聞
特
別
編
集
委
員
　
星
　
浩

　
第
２
次
大
戦
以
来
最
悪
の
人
道
危

機
と
な
っ
た
シ
リ
ア
内
戦
。
２
０
１

４
年
９
月
か
ら
ユ
ニ
セ
フ
の
現
地
事

務
所
代
表
を
務
め
る
シ
ン
ガ
ー
氏

（
左
）は「
シ
リ
ア
は
子
ど
も
に
と
っ

て
世
界
で
一
番
危
険
な
場
所
だ
」と

述
べ
た
。

　
シ
リ
ア
の
国
内
避
難
民
は
約
８
０

０
万
人
に
上
り
、
５
６
０
万
人
の
子
ど
も
が
人
道
支
援
を

必
要
と
し
て
い
る
。
欧
州
へ
逃
れ
る
膨
大
な
数
の
難
民
に

注
目
が
集
ま
る
が
、「
最
大
の
危
機
は
シ
リ
ア
内
部
で
起

き
て
い
る
」と
指
摘
。
約
５
０
０
万
人
が
深
刻
な
水
不
足

に
苦
し
ん
で
い
る
ほ
か
、
半
数
以
上
の
病
院
が
破
壊
さ
れ

た
。
北
部
ア
レ
ッ
ポ
で
は
猛
暑
の
さ
な
か
に
41
日
間
の
断

水
が
続
い
た
と
い
う
。

　
シ
リ
ア
支
援
に
必
要
と
す
る
９
億
ド
ル（
約
１
０
８
０

億
円
）の
う
ち
、
各
国
の
拠
出
額
は
半
分
に
と
ど
ま
る
。

厳
し
い
冬
が
近
づ
き
、
残
り
の
資
金
が
集
ま
ら
な
け
れ
ば

「
救
え
な
い
子
ど
も
も
出
て
し
ま
う
」と
窮
状
を
訴
え
た
。

　
シ
ン
ガ
ー
氏
は
会
見
で
こ
う
呼
び
か
け
た
。「
自
分
の

子
ど
も
を
寝
か
し
つ
け
る
と
き
に
、
数
百
万
人
の
シ
リ
ア

の
子
ど
も
の
こ
と
も
忘
れ
な
い
で
」。
国
際
社
会
や
各
国

政
府
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市
民
一
人
一
人
が
こ
の
問
題

を
身
近
に
受
け
止
め
て
ほ
し
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
っ

た
。�

毎
日
新
聞
外
信
部
　
小
泉
　
大
士
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マ
オ
ド
・
ド
・
ブ
ー
ア
＝
ブ
キ
ッ
キ
オ
　

子
ど
も
の
売
買
、
児
童
売
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
関
す
る
特
別
報
告
者

児
童
の
性
的
搾
取
撲
滅
へ

　課
題
は
山
積

10
・
26（
月
）記
者
会
見
／
司
会
：
土
生
修
一
事
務
局
長
／
通
訳
：
池
田

薫
／
出
席
：
38
人
／
動
画

野の

口ぐ
ち

　
健け

ん

　
登
山
家

植
林
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
守
ろ
う

ネ
パ
ー
ル
大
地
震
そ
の
後

10
・
27（
火
）記
者
会
見
／
司
会
：
倉
重
篤
郎
委
員
／
出
席
：
28
人
／
動
画

志し

位い

　
和か

ず

夫お

　
日
本
共
産
党
委
員
長

清
水
の
舞
台
か
ら
飛
び
降
り
た

国
民
連
合
政
府
提
案

10
・
27（
火
）記
者
会
見
／
司
会
：
倉
重
篤
郎
委
員
／
出
席
：
１
０
８
人

／
動
画

　
10
月
19
日
か
ら
26
日
ま
で
８
日
間

に
わ
た
っ
て
東
京
、
大
阪
、
沖
縄
・

那
覇
な
ど
日
本
各
地
で
児
童
の
性
的

搾
取
の
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

　
冒
頭
、「
法
の
規
制
対
象
で
は
な

い
が
、
児
童
の
性
的
搾
取
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
深
刻
な

状
況
が
あ
る
」と
指
摘
。
散
歩
と
称
し
て
男
性
客
と
デ
ー

ト
す
る「
女
子
高
生（
Ｊ
Ｋ
）お
散
歩
」や
、
児
童
に
露
出

度
の
高
い
衣
服
を
着
せ
て
撮
影
す
る「
着
エ
ロ
」を
例
に

挙
げ「
こ
う
し
た
行
為
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
立
し
て
い

る
」と
懸
念
し
た
。

　
昨
年
の
児
童
買
春
・
児
童
ポ
ル
ノ
禁
止
法
の
改
正
で
児

童
ポ
ル
ノ
を
個
人
的
に
所
持
、
保
管
す
る「
単
純
所
持
」

が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
出

回
る
画
像
や
動
画
へ
の
対
策
に
つ
い
て
は
評
価
。
た
だ
、

被
害
者
の
支
援
に
つ
い
て
は
改
善
の
余
地
が
あ
る
と
し
、

ケ
ア
に
あ
た
る
施
設
の
充
実
や
、
社
会
復
帰
の
た
め
の
中

長
期
的
な
支
援
を
行
う
体
制
の
構
築
な
ど
を
訴
え
た
。

　
日
本
は
児
童
の
性
的
搾
取
を
め
ぐ
る
問
題
で
は
常
に
、

他
の
先
進
国
か
ら
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
き

た
。
法
改
正
に
よ
り
一
歩
前
進
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
会

見
で
は「
児
童
の
権
利
を
侵
害
す
る
よ
う
な
行
為
を
日
本

の
社
会
が
容
認
し
て
い
る
」と
繰
り
返
し
た
。
日
本
に
は
、

ま
だ
ま
だ
課
題
が
山
積
し
て
い
る
と
再
認
識
し
た
。

読
売
新
聞
生
活
部
　
野
倉
　
早
奈
恵

　
４
月
25
日
に
ネ
パ
ー
ル
を
襲
っ
た
未
曾
有
の
大
地
震
か

ら
半
年
。
ネ
パ
ー
ル
人
の
登
山
関
係
者
や
森
林
の
専
門
家

を
伴
い
、
２
度
目
の
現
地
報
告
を
し
た
。

　
震
災
直
後
、１
億
円
を
目
標
に
寄
付
金
集
め
を
始
め
た
。

そ
こ
か
ら
７
０
０
０
万
円
を
投
じ
、
震
源
地
に
近
い
被
災

地
の
村
に
テ
ン
ト
の
支
給
、
家
屋
再
建
な
ど
支
援
を
進
め

た
。
外
国
か
ら
の
支
援
は
ネ
パ
ー
ル
政
府
の
窓
口
を
通
し

て
進
め
ら
れ
る
が
、
一
刻
も
早
く
確
実
に
被
災
住
民
に
届

け
た
い
と
、
自
分
の
足
で
踏
査
し
た
現
場
に
物
資
を
運
び

込
ん
だ
。
輸
送
に
は
、
登
山
客
の
減
少
で
職
を
失
っ
た
シ

ェ
ル
パ
た
ち
が
貢
献
し
て
い
る
。

　
今
、
準
備
し
て
い
る
の
が
山

村
の
森
林
開
発
計
画
だ
。本
来
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
中
に
は
樹
齢
１
０

０
年
以
上
の
巨
木
の
原
生
林
が

広
が
っ
て
い
た
が
、
木
材
需
要

の
急
増
で
乱
伐
が
進
み
、
は
げ

山
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
住

友
林
業
の
技
術
協
力
と
コ
ス
モ

石
油
エ
コ
カ
ー
ド
基
金
の
支
援
を
得
て
、
来
年
度
か
ら
植

林
事
業
を
本
格
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
だ
。

　
エ
ベ
レ
ス
ト
に
初
登
頂
し
た
エ
ド
モ
ン
ド
・
ヒ
ラ
リ
ー

も
植
林
に
努
力
し
た
。「
彼
が
木
を
植
え
た
地
域
は
土
砂

崩
れ
の
被
害
が
少
な
か
っ
た
。
震
災
に
強
い
地
域
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
森
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
」と
語
っ

た
。�

朝
日
新
聞
出
身
　
竹
内
　
幸
史

　
時
代
が
変
わ
っ
た
の
か
、
共
産
党
自
体
が
変
わ
っ
た
の

か
。
そ
の
ど
ち
ら
に
せ
よ
、
政
局
の
行
方
を
見
通
す
上
で

共
産
党
の
動
向
が
こ
れ
ほ
ど
注
目
を
集
め
る
こ
と
は
、
か

つ
て
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　「
戦
争
法
」と
厳
し
く
批
判
す
る
安
全
保
障
関
連
法
の

廃
止
に
向
け
て
野
党
間
の
選
挙
協
力
を
呼
び
か
け
た「
国

民
連
合
政
府
提
案
」に
つ
い
て「
人
生
最
大
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
」「
清
水
の
舞
台
か
ら
飛
び
降
り
た
」と
強
調
し
た
。

　
記
者
会
見
の
２
日
前
に
行
わ
れ
た

宮
城
県
議
選
で
は
、
８
議
席
と
倍
増

さ
せ
、
県
政
史
上
初
の
第
２
党
に
躍

進
し
た
。
選
挙
結
果
に
も
表
れ
た
よ

う
に「
安
倍
政
権
の
暴
走
に
対
す
る

怒
り
は
大
き
い
」こ
と
が
、
積
極
的
に
提
案
す
る
自
信
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
と
は
い
え
、
出
る
く
い
は
打
た
れ
る
の
が
世
の
常
で
あ

る
。
安
倍
政
権
側
は
警
戒
感
を
強
め
、
連
携
相
手
で
あ
る

は
ず
の
民
主
党
執
行
部
内
か
ら
も「
共
産
党
と
協
力
す
べ

き
で
は
な
い
」と
の
声
が
公
然
と
上
が
る
。

　
会
場
か
ら
も「
共
産
党
ア
レ
ル
ギ
ー
」を
指
摘
す
る
質

問
が
出
た
。
い
わ
れ
な
き
批
判
だ
と
反
論
す
る
と
思
い
き

や
、「
私
た
ち
自
身
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
そ

の
謙
虚
さ
か
ら
も
、
こ
の
提
案
実
現
に
か
け
る
意
気
込
み

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

東
京
新
聞
・
中
日
新
聞
論
説
委
員
　
豊
田
　
洋
一

ネパール山岳協会のアンツェ
リン・シェルパ会長も同席した
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イ
シュト
バ
ー
ン
・
セ
ル
ダヘ
イ

駐
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使

10
・
21（
水
）記
者
会
見
／
司
会
：
脇
祐
三
委
員

／
出
席
：
54
人
／
動
画

マ
グ
ヌ
ス
・
ロ
ー
バ
ッ
ク
　

駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使

10
・
21（
水
）記
者
会
見
／
司
会
：
石
川
洋
日
本

記
者
ク
ラ
ブ
企
画
担
当
部
長
／
通
訳
：
森
岡
幹

予
／
出
席
：
43
人
／
動
画

難民殺到に直面する欧州各国

を
利
用
し
て
Ｅ
Ｕ
域
内
の
国
々
を
通
過

し
、
駅
な
ど
に
殺
到
し
不
法
滞
在
。
ド
イ

ツ
め
ざ
し
て
徒
歩
で

移
動
し
畑
に
ま
で
入

っ
た
。

　
秩
序
を
取
り
戻
す

た
め
、
フ
ェ
ン
ス
を

作
る
し
か
な
か
っ
た
。
国
境
を
閉
鎖
し
た

の
で
は
な
く
、
検
問
所
は
増
や
し
、
入
国

■
私
と
小
栗
監
督
の「
泥
の
河
」

　
小
栗
康
平
監
督
と
出
会
っ
た
日
は
、
よ

く
覚
え
て
い
る
。
１
９
８
１
年
正
月
、
東

京
・
銀
座
の
ホ
ー
ル
で『
泥
の
河
』の
試

写
を
見
た
。
こ
ん
な
映
画
を
作
る
監
督
の

顔
が
見
た
い
と
思
い
、
四
谷
の
小
さ
な
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
事
務
所
に
押
し
掛
け
た
。

雨
の
日
で
、
監
督
は
不
在
だ
っ
た
。

　
帰
る
ま
で
待
つ
こ
と
に
な
り
、
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
の
木
村
元
保
さ
ん
と
よ
も
や
ま

話
に
な
っ
た
。本
業
は
鉄
工
所
経
営
だ
が
、

映
画
好
き
が
高
じ
、
独
立
プ
ロ
を
起
こ
し

小
栗
監
督
に
出
資
し
た
。
映
画
は
で
き
た

が
上
映
が
決
ま
っ
て
い
な
い
と
聞
か
さ
れ

た
。『
泥
の
河
』の
よ
う
な
映
画
が
フ
ァ

審
査
を
合
法
的
に
で

き
る
よ
う
に
し
た
の

だ
と
い
う
。

　
催
涙
弾
も
難
民
ら

が
投
石
し
た
の
に
応

戦
し
、
発
砲
し
た
と
い
う
。
一
方
で
、「
今

の
ハ
ン
ガ
リ
ー
社
会
に
は
大
勢
の
イ
ス
ラ

ム
教
徒
を
受
け
入
れ
る
自
信
は
な
い
」

と
、異
文
化
に
不
慣
れ
な
国
情
も
認
め
た
。

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ロ
ー
バ
ッ
ク
大
使

（
右
）は
、
１
８
５
０
年
以
降
、
国
民
の
３

分
の
１
が
貧
困
か
ら
逃
れ
る
た
め
米
国
に

渡
っ
た
が
、
２
度
の
大
戦
に
巻
き
込
ま
れ

な
か
っ
た
た
め
国
が
豊
か
に
な
り
、
移
民

が
流
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
歴
史
を
紹

介
。

　「
命
を
救
う
こ
と
」を
優
先
す
る
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
政
府
の
方
針
を
示
す
一
方
で
、

難
民
や
移
民
の
受
け
入
れ
に
反
対
す
る
政

党
へ
の
支
持
率
が
約
17
％
に
上
り
、
世
論

も
分
か
れ
つ
つ
あ
る
事
情
も
説
明
。
難
民

施
設
へ
の
放
火
に
つ
い
て
の
質
問
に
は

「
詳
細
が
分
か
ら
ず
具
体
的
な
コ
メ
ン
ト

は
で
き
な
い
」と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ

た
。

　
会
見
翌
日
、
移
民
を
狙
っ
た
と
み
ら
れ

る
学
校
襲
撃
事
件
が
起
き
、
反
移
民
感
情

へ
の
懸
念
が
現
実
の
悲
劇
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。

　
東
京
新
聞
・
中
日
新
聞
論
説
委
員熊

倉
　
逸
男

ン
の
目
に
触
れ
な
い
な
ん
て
と
、
妙
な
義

憤
を
覚
え
記
事
に
し
た
。

　
上
映
さ
れ
る
と
高
い
評
価
を
得
た
。
映

画
雑
誌「
キ
ネ
マ
旬
報
」の
こ
の
年
の
第

１
位
に
選
ば
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
賞
を
手
に

し
た
。
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
の
外
国
語
映
画
賞

に
も
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
。

　
以
来『
眠
る
男
』が
完
成
す
る
と「
キ
ネ

マ
旬
報
」で
監
督
と
対
談
す
る
羽
目
に
も

な
っ
た
。
そ
の
監
督
の
10
年
ぶ
り
の
新
作

が『
Ｆ
Ｏ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ａ
』に
な
っ
た
。

�

読
売
新
聞
出
身

　西
島
　
雄
造

　
フ
ェ
ン
ス
を
築
き
催
涙
弾
ま
で
使

い
、
難
民
を
入
国
さ
せ
ま
い
と
す
る

「
悪
役
」の
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
ハ

ン
ガ
リ
ー
。
セ
ル
ダ
ヘ
イ
大
使（
左
）の

会
見
で
、
話
は
そ
ん
な
単
純
で
は
な
い

と
納
得
し
た
。
域
内
で
最
初
に
入
国
し

た
国
で
難
民
申
請
し
、
認
定
さ
れ
滞
在

が
認
め
ら
れ
る
―
と
い
う
欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）の
ル
ー
ル
を
守
ろ
う
と
し
た
だ

け
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
難
民
ら
は
国

境
審
査
を
免
除
す
る
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定

■「
日
本
語
能
力
は『
外
交
力
』」

　「
ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
お
願
い
し
ま
す
」

「
私
も
同
じ
も
の
を
」。
会
見
直
前
の
ゲ
ス

ト
控
室
か
ら
日
本
語
で
飲
み
物
を
注
文
す

る
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。「
今
日
は
外
国

人
ゲ
ス
ト
の
は
ず
だ
が
…
」と
控
室
に
入

る
と
、
４
人
の
外
国
人
が
座
っ
て
い
た
。

　
長
身
の
紳
士
が「
今
日
は
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」と
自
然
な
日
本
語
で
話
し

か
け
て
き
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
イ
シ
ュ
ト

バ
ー
ン
・
セ
ル
ダ
ヘ
イ
大
使（
56
歳
）だ
。

大
使
は
若
い
頃
、日
本
語
を
独
学
、取
材
で

訪
欧
中
だ
っ
た
作
家
の
宮
本
輝
さ
ん
の
通

訳
を
務
め
た
こ
と
が
縁
で
来
日
し
、
宮
本

家
に
下
宿
し
て
神
戸
大
学
で
明
治
維
新
を

学
ん
だ
。
そ
の
経
歴
を
生
か
し
て
、現
在
、

２
度
目
の
駐
日
大
使
を
務
め
て
い
る
。
驚

い
た
の
は
、
同
行
の
大
使
館
員
３
人
全
員

も
日
本
語
の
使
い
手
だ
っ
た
こ
と
だ
。「
東

京
駐
在
の
外
交
官
に
と
っ
て
日
本
語
能
力

は
外
交
力
。
う
ち
の
大
使
館
の
外
交
力
は

高
い
で
す
よ
」。
大
使
は
胸
を
張
っ
た
。

　
こ
の
日
は
、
難
民
問
題
で
国
際
的
非
難

を
受
け
る
母
国
の
立
場
を
説
明
す
る
難
し

い
会
見
だ
っ
た
が
、
質
疑
応
答
も
含
め
全

部
日
本
語
で
こ
な
し
、
高
い「
外
交
力
」

を
示
し
た
。�

事
務
局
長

　土
生

　修
一

＊
自
主
上
映
を
続
け
て
い
た
第
一
作「
泥
の

河
」が
劇
場
公
開
に
至
っ
た
の
は
、
西
島
氏
の

記
事
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
小
栗
監
督
は
そ
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
思
い
出
深
そ
う
に
披
露
し
た
。

�

（
10
・
16

　5
㌻
に「
ク
ラ
ブ
ゲ
ス
ト
」）
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藤
ふじ

村
むら

　厚
あつ

夫
お

スマートニュース社
執行役員 　

橋
はし

元
もと

　良
よし

明
あき

東京大学大学院
情報学環教授 　

ゼミ
記者

ゼミ
記者

40

41

ど
う
届
け
る
か

ネ
ッ
ト
時
代
の

ニ
ュ
ー
ス

激
変
す
る

若
者
の
情
報
行
動

既
存
メ
デ
ィ
ア
に
は

依
然
高
い
信
頼
も

　次世代ジャーナリズムの現場―その原則とスキル編⑦⑧　記者ゼ ミ

　「
世
界
中
の
良
質
な
情
報
を

必
要
な
人
に
送
り
届
け
る
」。

日
本
の
ニ
ュ
ー
ス
系
キ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
メ
デ
ィ
ア
を
牽
引
す
る

ス
マ
ー
ト
ニ
ュ
ー
ス
社
。
執
行

役
員
の
藤
村
さ
ん
が
繰
り
返
し

語
っ
た
社
の
目
的
、
問
題
意
識

は
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
メ
デ
ィ
ア

と
全
く
変
わ
ら
な
い
。
た
だ
、

　
米
国
で
今
年
、
世
代
別
労
働

人
口
で
最
大
に
躍
り
出
た
ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
。生
ま
れ
た
時
に
は

ネ
ッ
ト
が
あ
っ
た
彼
ら
の
メ
デ
ィ

ア
消
費
は
、
上
の
世
代
と
大
き

く
異
な
る
と
聞
く
。
国
内
で
は

ど
う
か
。
日
本
人
の
情
報
行
動

を
、
20
年
に
わ
た
り
丹
念
に
調

査
し
て
き
た
橋
元
氏
の
デ
ー
タ

今
の
時
代
に
最
も
適
し
た「
ア
プ
リ
」と

い
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
使
っ
て
、
そ

の
命
題
を
純
粋
に
追
求
し
て
い
る
。

　
取
材
は
行
わ
ず
編
集
部
は
存
在
し
な

い
。
協
力
す
る
新
聞
や
テ
レ
ビ
、
雑
誌
の

記
事
を
ア
プ
リ
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
を
扱
う
か
は
、「
機

械
学
習
」や「
自
然
言
語
処
理
」の
技
術
を

使
っ
た
人
工
知
能
・
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
判

断
す
る
。

　
藤
村
さ
ん
は
最
新
の
デ
ー
タ
を
示
し
な

が
ら
、
今
の
時
代
の
ニ
ュ
ー
ス
の
届
け
方

に
つ
い
て
語
っ
た
。

　
10
代
で
は
、
45
％
が
ネ
ッ
ト
を
ス
マ
ホ

の
み
で
利
用
。
さ
ら
に
動
画
の
視
聴
は
、

パ
ソ
コ
ン
よ
り
ス
マ
ホ
の
方
が
多
い
と
い

は
、そ
の
疑
問
に
明
快
に
答
え
て
く
れ
た
。

　「
若
年
層
の
テ
レ
ビ
離
れ
が
、
こ
の
５

年
で
急
速
に
進
み
、
利
用
時
間
で
ネ
ッ
ト

に
逆
転
さ
れ
た
。
２
０
１
２
年
が
タ
ー
ニ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
」と
橋
元
氏
。
背

景
に
は
爆
発
的
に
広
が
る
モ
バ
イ
ル
の
ネ

ッ
ト
利
用
が
あ
る
が
、
実
は
単
純
な
カ
ニ

バ
リ
ズ
ム（
浸
食
）で
は
な
い
と
い
う
。

　「
若
者
は〝
な
が
ら
利
用
〟が
一
般
的

で
、
し
か
も
減
少
が
続
く
在
宅
時
間
に
、

消
費
す
べ
き
メ
デ
ィ
ア
は
多
様
化
し
て
い

る
。
結
果
的
に
テ
レ
ビ
の
分
配
時
間
が
減

っ
た
形
で
、
テ
レ
ビ
視
聴
が
増
え
る
高
齢

者
層
と
の
差
は
拡
大
し
て
い
る
」と
指
摘

す
る
。
内
と
外
で
、
多
メ
デ
ィ
ア
と
接
触

す
る
現
代
の
若
者
像
が
垣
間
見
え
る
。

う
デ
ー
タ
も
示
し
、
ネ
ッ
ト
＝
モ

バ
イ
ル
の
時
代
が
加
速
し
て
い
る

と
し
た
。
特
に
強
調
し
た
の
は
、

ス
マ
ホ
が「
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
メ
デ

ィ
ア
」に
な
っ
て
い
る
点
だ
。
ス

マ
ホ
で
動
画
を
見
る
環
境
の
１
位

　
だ
が
、
10
代
が
ス
マ
ホ
で

使
う
時
間
の
６
割
は
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
な
仲
間
内
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
社
会
の

出
来
事
や
公
共
情
報
へ
の
関

心
は
低
く
、
無
料
の
ネ
ッ
ト

が
、
ベ
ッ
ド
や
布
団
の
中
だ
と
い
う
。
さ

ら
に
、
ト
イ
レ
や
信
号
の
待
ち
時
間
が
１

分
、
電
車
待
ち
や
注
文
待
ち
は
３
分
、
人

待
ち
は
５
分
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ス
キ

マ
時
間
に
ど
う
触
れ
て
も
ら
え
る
か
が
、

ニ
ュ
ー
ス
の
命
運
を
分
け
る
と
し
た
。

　
ま
た
、
今
後
は
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
の
舞

台
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
か
ら
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー

へ
と
移
行
し
て
い
く
見
通
し
も
示
し
た
。

　
一
方
、
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
が
共
通
に
抱

え
る
収
益
の
課
題
に
関
し
て
は
、「
閲
覧

に
課
金
を
検
討
し
て
い
る
」と
し
な
が
ら

「
根
本
的
な
解
決
策
は
な
く
、
複
数
の
収

益
モ
デ
ル
を
組
み
合
わ
せ
る
し
か
な
い
」

と
し
た
。

　
読
者
、
視
聴
者
の「
心
に
届
く
」ニ
ュ

ー
ス
と
は
何
か
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、マ

ス
メ
デ
ィ
ア
に
身
を
お
く
者
が
常
に
問
い

続
け
て
い
る
テ
ー
マ
に
直
結
し
た
刺
激
的

な
講
演
だ
っ
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ネ
ッ
ト
報
道
部
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

蔵
重
　
龍

ニ
ュ
ー
ス
さ
え
読
ま
な
い
。「
大
量
の
テ

キ
ス
ト
を
消
費
し
て
は
い
る
が
、
こ
れ
が

主
観
的
世
界
の
個
別
化
を
加
速
す
る
。
ネ

ッ
ト
で
は
大
声
の
極
端
な
意
見
が
通
る
傾

向
も
あ
り
、
偏
向
し
た
意
見
が
は
び
こ
る

危
険
性
も
あ
る
」と
危
惧
す
る
。

　
救
わ
れ
た
の
は
、
当
の
若
者
も
ネ
ッ
ト

を
全
面
的
に
は
信
用
し
て
い
な
い
点
だ
。

『
信
頼
で
き
る
情
報
を
得
る
媒
体
』を
選

ば
せ
る
と
、
１
位
テ
レ
ビ
、
２
位
新
聞
、

３
位
ネ
ッ
ト
。
新
聞
社
の
人
間
と
し
て
は

や
や
納
得
が
い
か
な
い
が
、「
ふ
だ
ん
触

れ
て
い
な
い
新
聞
を
、
択
一
で
は
そ
も
そ

も
選
び
に
く
い
」そ
う
で
、
個
別
の
質
問

だ
と
信
頼
度
は
１
位
と
な
る
。

　
依
然
信
頼
の
ブ
ラ
ン
ド
だ
が
、
若
者
に

と
っ
て
は
縁
遠
い
存
在
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
新
聞
。
彼
ら
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
ヒ
ン

ト
が
、
こ
こ
に
あ
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
　

読
売
新
聞
東
京
本
社
メ
デ
ィ
ア
局
専
門
委
員

松
井
　
正

10
・
５（
月
）「
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
向
き
合
う

～
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
視
点
」／
司
会
：
橋

場
義
之
特
別
企
画
委
員
／
出
席
：
参
加
28
人
＋

ネ
ッ
ト
視
聴
７
人

10
・
26（
月
）「
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
向
き
合
う

～
新
し
い
読
者
像
」／
司
会
：
橋
場
義
之
特
別

企
画
委
員
／
出
席
：
参
加
24
人
＋
ネ
ッ
ト
視
聴

16
人
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Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意�

太
田

　泰
彦（
日
本
経
済
新
聞
社
）

20
年
前
と
変
わ
ら
ぬ
通
商
交
渉
取
材

　
　
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
進
化
を

　
通
商
交
渉
の
取
材
方
法
は
20
年
前
も
今

も
変
わ
ら
な
い
。
交
渉
現
場
で
立
っ
て
待

ち
、
出
て
く
る
当
局
者
を
つ
か
ま
え
て
は

「
ひ
と
言
」を
聞
く
。
口
調
や
表
情
の
わ

ず
か
な
変
化
を
読
む
。
徹
夜
の
協
議
な
ら

徹
夜
で
待
つ
。
ひ
た
す
ら
待
つ
。

　
米
国
ア
ト
ラ
ン
タ
で
開
い
た
閣
僚
会
合

で
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

交
渉
が
、よ
う
や
く
決
着
し
た
。９
月
末
か

ら
２
日
間
の
予
定
だ
っ
た
閣
僚
会
合
は
、

延
長
に
次
ぐ
延
長
と
な
り
、
霧
の
中
を
手

探
り
で
進
む
よ
う
な
交
渉
が
続
い
た
。

昼
も
夜
も
な
い
現
場�

「
終
結
宣
言
」に
記
者
団
も
拍
手
喝
采

　
交
渉
開
始
か
ら
５
日
目
。
い
っ
た
ん
午

後
４
時
に
決
ま
っ
た
記
者
会
見
の
時
刻
が

変
更
さ
れ
、
さ
ら
に
先
送
り
し
た
か
と
思

う
と
、
つ
い
に
は「
日
時
未
定
・
追
っ
て

連
絡
」に
変
わ
っ
た
。
も
う
昼
も
夜
も
な

い
。
体
内
時
計
は
完
全
に
狂
っ
て
い
た
。

　
眠
れ
な
い
一
夜
を
過
ご
し
、
翌
10
月
５

日
午
前
９
時
20
分
。
記
者
会
見
場
で
米
通

商
代
表
部（
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
）の
フ
ロ
マ
ン
代

表
が「
交
渉
終
結
」を
宣
言
す
る
と
、
喝

采
が
１
分
以
上
も
続
い
た
。
お
互
い
を
祝

福
す
る
12
カ
国
の
代
表
団
だ
け
で
は
な

い
。
や
つ
れ
た
顔
の
記
者
た
ち
も
拍
手
し

て
い
た
。
そ
の
半
分
は
頑
張
っ
た
自
分
自

身
へ
の
ね
ぎ
ら
い
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
寝
ず
に
立
ち
番
を
続
け
て
、
私
た
ち
記

者
は
確
か
に
頑
張
っ
た
け
れ
ど
、
報
道
の

中
身
は
ど
う
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と

い
う
怪
物
は
、
取
材
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど

正
体
が
分
か
ら
な
く
な
る
。

　
豚
肉
の
関
税
が
最
大
の
焦
点
だ
と
み
な

す
意
見
も
あ
れ
ば
、
バ
イ
オ
製
剤
の
知
的

財
産
権
こ
そ
最
重
要
だ
と
す
る
立
場
も
あ

る
。
関
税
撤
廃
の
自
由
化
率
に
こ
だ
わ
る

主
張
も
あ
れ
ば
、
国
内
政
局
や
株
価
へ
の

影
響
を
優
先
す
る
思
考
法
も
あ
る
。

　
取
材
す
る
相
手
と
、
眺
め
る
視
座
に
よ

っ
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
い
か
よ
う
に
も
姿
を
変

え
る
。
分
野
ご
と
に
相
手
国
と
対
峙
す
る

交
渉
官
で
す
ら
、
12
カ
国
全
体
の
状
況
は

正
確
に
つ
か
め
て
い
な
か
っ
た
は
ず
だ
。

　
各
国
の
代
表
団
の
中
に
は
、
報
道
を
利

用
し
よ
う
と
偏
っ
た
情
報
を
流
す
交
渉
官

も
い
る
。
群
が
る
日
本
人
記
者
を
見
下
す

か
の
よ
う
に
、
不
遜
な
態
度
を
と
る
政
府

高
官
も
い
る
。
自
ら
の
解
説
に
陶
酔
す
る

冗
舌
な
報
道
官
も
い
る
。

　
集
め
た
い
び
つ
な
パ
ズ
ル
の
部
品
を
組

み
合
わ
せ
て
、
と
て
つ
も
な
く
奇
妙
な
形

の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
像
が
で
き
て
し
ま
っ
た
場
面
は

な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
取
材
競
争
が
高
じ

て
、
重
箱
の
隅
を
つ
つ
く
よ
う
な
見
出
し

が
躍
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
読
者
・
視
聴
者

が
本
当
に
知
り
た
い
事
実
、
そ
し
て
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
本
質
を
伝
え
て
き
た
だ
ろ
う
か
。

無
言
で
た
た
ず
む
日
本
人
記
者�

外
国
で
は
異
様
？

　
通
商
交
渉
の
取
材
ほ
ど
、
日
本
国
内
と

海
外
の
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
が
異
な
る
分
野

は
な
い
。
交
渉
現
場
に
集
結
す
る
報
道
陣

の
人
数
も
、
交
渉
12
カ
国
の
中
で
日
本
が

群
を
抜
い
て
い
る
。

　
当
局
者
の「
ひ
と
言
」を
聞
き
漏
ら
す

ま
い
と
、
ラ
イ
バ
ル
社
の
気
配
を
気
に
し

な
が
ら
建
物
の
隅
々
に
立
ち
番
の
要
員
を

配
す
る
取
材
方
法
は
、
80
年
代
末
の
日
米

構
造
協
議
の
頃
と
全
く
同
じ
。
ア
ト
ラ
ン

タ
の
街
で
も
、
同
じ
場
所
に
何
人
も
の
日

本
人
記
者
が
た
た
ず
み
、
無
言
で
じ
っ
と

待
ち
続
け
て
い
た
。

　
そ
の
光
景
は
外
国
の
政
府
関
係
者
や
記

者
の
目
に
、
異
様
に
映
っ
た
だ
ろ
う
。
誰

か
代
表
で
１
人
い
れ
ば
十
分
な
は
ず
だ
。

私
た
ち
は
目
先
の
競
争
に
目
を
奪
わ
れ
過

ぎ
、
頑
張
る
こ
と
自
体
を
自
己
目
的
化
し

て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
結
果
、
視

野
狭
窄
に
陥
り
、
情
報
源
の
思
惑
に
乗
せ

ら
れ
た
の
で
は
本
末
転
倒
だ
ろ
う
。

　
日
米
自
動
車
協
議
な
ど
相
手
国
が
１
カ

国
、
対
象
分
野
も
１
つ
と
い
う
通
商
交
渉

の
時
代
は
終
わ
っ
た
。
停
止
中
の
世
界
貿

易
機
関（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）交
渉
を
除
け
ば
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
取
材
は
、
複
数
国
が
複
数
分
野
を
突

き
進
む
初
め
て
の
経
験
だ
っ
た
。

　
通
商
交
渉
の
仕
組
み
が
進
化
す
る
の
な

ら
ば
、
取
材
も
進
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
立
ち
番
を
20
年
続
け
た
通
商
記
者
と

し
て
の
、
私
の
率
直
な
反
省
で
あ
る
。

お
お
た
・
や
す
ひ
こ
▼
１
９
８
５
年
入
社
　
ワ

シ
ン
ト
ン
支
局
　
経
済
部
　
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

支
局
な
ど
を
経
て
２
０
０
４
年
か
ら
論
説
委
員

兼
編
集
委
員
　
１
面
コ
ラ
ム「
春
秋
」担
当
　
15

年
４
月
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在

ＴＰＰ交渉が閣僚会合で大筋合意し、共同記者会見する各
国代表（10月５日／米アトランタ／共同通信写真部・鷺沢伊織撮影）

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート
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日
本
人
同
時
受
賞
科
学
部
の
10
月�

増
満

　浩
志（
読
売
新
聞
東
京
本
社
）

準
備
が
大
事
だ
が
…
冷
や
汗
の
ノ
ー
ベル
賞
報
道

　
毎
年
10
月
は
、
科
学
ニ
ュ
ー
ス
が
最
も

注
目
さ
れ
る
時
期
の
１
つ
だ
。
昨
年
に
続

い
て
今
年
も
日
本
人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

が
決
ま
り
、
連
日
、
号
外
が
発
行
さ
れ
る

な
ど
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　
科
学
部
に
と
っ
て
は
、
意
気
が
上
が
る

と
同
時
に
、
最
も
怖
い
時
期
で
も
あ
る
。

２
０
０
０
年
の
白
川
英
樹
さ
ん
、
02
年
の

田
中
耕
一
さ
ん
の
よ
う
に
、
全
く
準
備
を

し
て
い
な
か
っ
た
人
が
受
賞
す
る
こ
と
が

あ
る
か
ら
だ
。

　
そ
ん
な「
想
定
外
」が
で
き
る
だ
け
起

き
な
い
よ
う
に
と
、
毎
年
、「
受
賞
の
可

能
性
が
あ
る
」と
考
え
た
研
究
者
の「
候

補
者
リ
ス
ト
」を
作
り
、
業
績
の
取
材
な

ど
紙
面
作
り
の
準
備
を
し
て
発
表
日
を
迎

え
る
。
し
か
し
、
生
理
学
・
医
学
賞
、
物

理
学
賞
、化
学
賞
の
３
賞
を
合
わ
せ
る
と
、

候
補
者
は
何
十
人
に
も
上
る
。

　
全
て
の
候
補
に
つ
い
て
万
全
の
準
備
を

整
え
る
ほ
ど
の
マ
ン
パ
ワ
ー
は
な
い
。
優

先
順
位
を
つ
け
て
取
材
を
進
め
た
結
果
、

準
備
不
足
の
ま
ま
発
表
日
を
迎
え
て
し
ま

う
候
補
者
が
何
人
も
出
て
く
る
。そ
し
て
、

発
表
時
刻
が
近
づ
く
に
つ
れ
、「
準
備
不

足
の
候
補
が
受
賞
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」

と
、
不
安
が
募
る
。

集
中
で
き
た
の
は
１
週
間
前
か
ら�

リ
ス
ト
上
位
の
２
人
に
ホ
ッ

　「
そ
れ
な
ら
ば
、
今
か
ら
来
年
の
準
備

を
始
め
れ
ば
、
も
っ
と
安
心
し
て
臨
め
る

じ
ゃ
な
い
か
」。
毎
年
、
10
月
の
ノ
ー
ベ

ル
賞
発
表
ウ
イ
ー
ク
が
終
わ
っ
た
時
は
、

そ
う
思
う
。
昨
年
も
そ
う
だ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、「
ま
ず
は
12
月
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
授

賞
式
に
注
力
し
よ
う
」「
新
年
の
特
集
紙
面

を
作
り
終
わ
っ
た
ら
始
め
よ
う
」な
ど

と
、
目
前
に
迫
る
仕
事
を
ど
う
し
て
も
優

先
し
て
し
ま
う
。「
震
災
４
年
の
企
画
」「
戦

後
70
年
特
集
」「
原
発
再
稼
働
」―
―
。
ノ

ー
ベ
ル
賞
の
準
備
を
後
回
し
に
す
る
口
実

は
、
い
つ
ま
で
も
続
く
。

　
気
が
つ
く
と
、９
月
半
ば
を
過
ぎ
て
も
、

大
勢
の
科
学
部
員
が「
御
嶽
山
噴
火
か
ら

１
年
」の
紙
面
作
り
に
か
か
り
き
り
に
な

っ
て
い
た
。
そ
の
中
心
に
、「
ニ
ュ
ー
ト

リ
ノ
」の
担
当
記
者
も「
イ
ベ
ル
メ
ク
チ

ン
」の
担
当
記
者
も
い
た
。

　
そ
ん
な
わ
け
で
、
今
年
、
科
学
部
が
よ

う
や
く「
ノ
ー
ベ
ル
賞
」に
集
中
で
き
た

の
は
、
発
表
前
の
最
後
の
１
週
間
。
私
の

印
象
で
は
、
準
備
に
か
け
る
こ
と
の
で
き

た
時
間
が
、
東
日
本
大
震
災
の
年
と
同
じ

く
ら
い
少
な
か
っ
た
。

　
幸
い
な
こ
と
に
、
今
年
の
受
賞
者
は
、

候
補
者
リ
ス
ト
の
か
な
り
上
位
に
い
た
２

人
だ
っ
た
。
生
理
学
・
医
学
賞
の
大
村
智

さ
ん
も
、物
理
学
賞
の
梶
田
隆
章
さ
ん
も
、

数
年
前
か
ら「
有
力
候
補
」と
考
え
て
準

備
を
重
ね
て
あ
っ
た
。

　
特
に
物
理
学
賞
は
、
過
去
の
授
賞
の
実

績
か
ら「
今
年
は
宇
宙
分
野
か
素
粒
子
分

野
」と
推
測
し
、「
日
本
人
が
今
年
受
賞

す
る
と
し
た
ら
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
振
動
を

お
い
て
な
い
」と
判
断
。
忙
し
い
合
間
を

縫
っ
て
、
６
月
に
科
学
面
で
梶
田
さ
ん
ら

の
業
績
を
取
り
上
げ
て
あ
っ
た
。

難
解
だ
っ
た
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ�

図
解
に
知
恵
絞
る

　
日
本
人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
が
決
ま
る

と
、
翌
日
の
朝
刊
は
多
く
の
ペ
ー
ジ
を
使

っ
て
報
じ
る
こ
と
に
な
る
。
ど
の
ペ
ー
ジ

に
も
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
が
求
め
ら
れ
る
。

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
よ
う
に
極
め
て
専
門
的

な
業
績
の
場
合
、
文
章
で
ど
ん
な
に
か
み

砕
い
て
説
明
し
て
も
、
な
か
な
か
多
く
の

読
者
に「
分
か
っ
た
」と
感
じ
て
も
ら
い

に
く
い
。
図
解
が
非
常
に
重
要
だ
。

　
６
月
の
科
学
面
で
は
、
ど
の
よ
う
に
図

解
す
れ
ば
分
か
り
や
す
い
の
か
、
知
恵
を

絞
っ
て
、大
き
な
イ
ラ
ス
ト
を
作
成
し
た
。

そ
の
経
験
が
あ
っ
た
の
で
、
授
賞
が
発
表

さ
れ
た
10
月
６
日
の
夜
は
、
業
績
を
詳
し

く
解
説
す
る
最
も
重
要
な
イ
ラ
ス
ト
を
、

短
時
間
で
用
意
す
る
こ
と
が
で
き
た
。「
準

備
」の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
強
く
実
感

し
た
。

　
よ
し
、
今
度
こ
そ
早
め
に
来
年
の
準
備

に
取
り
か
か
ろ
う
。
12
月
の
授
賞
式
が
終

わ
っ
た
ら
す
ぐ
に
。
い
や
、「
震
災
５
年
」

の
企
画
を
終
え
て
か
ら
に
な
る
の
か

…
…
。

ま
す
み
つ
・
ひ
ろ
し
▼
１
９
８
７
年
入
社
　
ワ

シ
ン
ト
ン
支
局
な
ど
を
経
て
　
今
年
４
月
か
ら

科
学
部
編
集
委
員

受賞が決まり、東京大学の記者会見で五神真学長と握
手を交わす梶田さん（右／10月６日／読売新聞・前田尚紀撮影）

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス
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大
村
智
さ
ん
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
山
梨
発�

前
島

　文
彦（
山
梨
日
日
新
聞
社
）

「
さ
と
っ
ち
ゃ
ん
」の
快
挙

　
　
過
去
に
な
い
吉
報
に
沸
い
た
日

　
顔
見
知
り
の
仲
間
が
集
ま
る
寄
り
合
い

で
酌
を
し
な
が
ら
、
よ
も
や
ま
話
に
耳
を

傾
け
る
腰
の
低
い
男
性
。
ノ
ー
ベ
ル
医
学

生
理
学
賞
の
受
賞
が
決
ま
っ
た
、
山
梨
県

韮
崎
市
出
身
の
大
村
智
さ
ん（
80
）の
故

郷
で
の
姿
だ
。
数
カ
月
に
一
度
開
か
れ
る

寄
り
合
い
の
名
前
は「
同
事
会
」。「
み
ん

な
平
等
に
つ
き
あ
う
」と
い
う
意
味
を
込

め
て
、
大
村
さ
ん
が
名
付
け
た
。
親
し
い

間
柄
の
友
人
に
と
っ
て
は
、
い
く
つ
に
な

っ
て
も「
さ
と
っ
ち
ゃ
ん
」。
本
人
も
そ

れ
を
喜
ぶ
。

　
10
月
５
日
夜
、
人
口
85
万
人
足
ら
ず
の

県
か
ら
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
が
誕
生
す
る

と
い
う
、
過
去
に
な
い
吉
報
が
も
た
ら
さ

れ
た
。
地
元
紙
と
し
て
は
、
功
績
の
意
義

や
本
人
の
動
向
は
も
ち
ろ
ん
、
郷
里
や
ゆ

か
り
の
あ
る
人
た
ち
へ
の
取
材
が
肝
と
な

る
。
取
材
を
下
支
え
し
た
の
は
、
受
賞
決

定
以
前
に
掲
載
し
た
３
０
０
本
以
上
の
記

事
。
予
定
稿
に
加
え
て
、
連
絡
先
一
覧
を

基
に
関
係
者
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り
、
紙

面
展
開
し
た
。

「
原
点
は
山
梨
」�

ガ
ー
ド
ナ
ー
賞
で
も
エ
ピ
ソ
ー
ド

　
化
学
者
、
教
育
者
、
経
営
者
、
ス
ポ
ー

ツ
マ
ン
、
篤
志
家
。
い
く
つ
も
の
顔
を
持

つ
大
村
さ
ん
だ
が
、
郷
里
で
耳
目
を
集
め

る
の
は
、
事
あ
る
ご
と
に「
原
点
は
山
梨
」

と
語
り
、
人
を
大
切
に
す
る
人
格
者
と
し

て
の
側
面
だ
。

　
今
年
７
月
に
帝
国
ホ
テ
ル
で
開
か
れ

た
、
ガ
ー
ド
ナ
ー
賞
の
受
賞
を
記
念
し
た

祝
賀
会
で
も
そ
う
だ
っ
た
。
同
事
会
か
ら

招
か
れ
た
７
人
が
通
さ
れ
た
の
は
、
最
前

列
の
席
。
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
た

野
依
良
治
氏
や
学
校
法
人
理
事
長
ら
並
み

居
る
人
物
が
座
っ
て
い
た
。「
こ
っ
ち
は

田
舎
の
お
っ
ち
ゃ
ん
ば
か
り
で
、
偉
い
人

に
囲
ま
れ
て
飯
が
の
ど
を
通
ら
な
か
っ

た
」と
は
参
加
者
の
弁
。
大
村
さ
ん
は「
遠

く
か
ら
大
切
な
友
人
が
来
て
く
れ
た
の
だ

か
ら
」と
笑
顔
で
答
え
た
と
い
う
。

　
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
受
賞
理
由
は「
寄
生
虫

が
引
き
起
こ
す
感
染
症
に
効
き
目
を
示
す

イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
を
開
発
。
オ
ン
コ
セ
ル

カ
症
や
リ
ン
パ
系
フ
ィ
ラ
リ
ア
症
に
劇
的

な
効
果
を
発
揮
し
た
」と
い
う
内
容
だ
っ

た
。
オ
ン
コ
セ
ル
カ
症
は
ブ
ユ
を
媒
介
し

た
寄
生
虫
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
、

ア
フ
リ
カ
の
風
土
病
。
河
川
盲
目
症
の
別

名
が
あ
り
、
最
悪
の
場
合
、
失
明
す
る
。

　
し
か
し
、こ
の
解
説
で
は
少
々
難
し
い
。

取
材
先
で「
大
村
先
生
と
い
う
の
は
偉
い

人
ら
し
い
け
ど
、
何
を
し
た
人
な
の
？
」

と
聞
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
ん
な
時
は

「
た
と
え
て
言
え
ば
、
日
本
住
血
吸
虫
症

の
特
効
薬
を
開
発
し
た
よ
う
な
も
の
で

す
」と
答
え
る
。

風
土
病
に
苦
し
め
ら
れ
た
地
域
に�

生
を
受
け
た
研
究
者
と
し
て

　
日
本
住
血
吸
虫
症
。
山
梨
で
は
シ
ン
プ

ル
に「
地
方
病
」と
呼
ば
れ
る
風
土
病
だ
。

河
川
に
生
息
し
て
い
る
宮み

や

入い
り

貝が
い

を
中
間
宿

主
と
し
て
、
オ
ン
コ
セ
ル
カ
症
と
同
様
、

寄
生
虫
が
人
間
の
体
内
に
侵
入
す
る
。
発

熱
や
ぜ
ん
そ
く
に
始
ま
り
、
肝
臓
や
脳
の

機
能
も
低
下
。
腹
部
が
異
様
に
膨
れ
て
死

に
至
る
。
年
配
者
に
と
っ
て
は
、
そ
の
名

を
聞
い
た
だ
け
で
震
え
上
が
る
、
と
い
う

病
だ
っ
た
。
１
９
９
６
年
の
終
息
宣
言
ま

で
、
県
民
を
苦
し
め
続
け
た
。

　
大
村
さ
ん
の
郷
里
で
あ
る
韮
崎
市
も
、

指
折
り
の
有
病
地
だ
っ
た
。「
嫁
に
行
く

な
ら
買
っ
て
や
る
ぞ
や
、経
帷
子
に
棺
桶
」

と
い
う
差
別
的
な
俗
謡
さ
え
あ
っ
た
。
水

田
や
河
川
に
入
ら
な
け
れ
ば
罹り

患か
ん

し
な
い

が
、
そ
れ
で
は
食
う
に
困
る
。
農
民
は
死

を
覚
悟
し
て
田
ん
ぼ
に
足
を
踏
み
入
れ

た
。
大
村
さ
ん
も
農
家
の
出
。
だ
か
ら
、

先
の
よ
う
な
説
明
を
す
る
と
、
相
手
は

「
大
し
た
も
の
だ
」と
得
心
が
い
っ
た
よ

う
に
う
な
ず
く
。

　
98
年
の
本
紙
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
大
村
さ

ん
は「
新
物
質
を
見
つ
け
る
こ
と
よ
り

も
、
人
の
役
に
立
つ
か
ど
う
か
を
考
え
た

結
果
」と
述
べ
た
。
風
土
病
に
苦
し
め
ら

れ
た
地
域
に
生
を
受
け
た
研
究
者
が「
人

の
役
に
立
ち
た
い
」と
研
究
を
重
ね
、
遠

く
離
れ
た
ア
フ
リ
カ
の
風
土
病
の
特
効
薬

開
発
に
寄
与
し
た
。
そ
の
意
味
で
も
、
山

梨
で
は
今
回
の
受
賞
は
重
み
が
あ
る
。

ま
え
し
ま
・
ふ
み
ひ
こ
▼
２
０
０
０
年
入
社
　

社
会
部
　
政
経
部
な
ど
を
経
て
　
10
年
か
ら
企

画
報
道
グ
ル
ー
プ
キ
ャ
ッ
プ

韮崎大村美術館で八ケ岳をバックにインタビューに答
える大村智さん。美術館は大村さんが生家近くに建設
した（２０１２年11月／山梨日日新聞社提供）

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート
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いせり・ひろふみ
1947年生まれ　69年共同通信入
社　政治部記者　ワシントン特
派員　総合選挙センター長　論
説委員長などを務め2007年退社　
現在　崇城大学教授　共同通信
客員論説委員　著書に『派閥再
編成』『総理のリーダー術』『憲法
改正試案集』など

コ
ン
フ
ァ
ー
ム
は
ト
ッ
プ
の
口
か
ら

　
高
島
益
郎
外
務
次
官
の
思
い
出

�

井
芹

　浩
文

書いた話　書かなかった 話

　
記
者
に
な
っ
た
ら
誰
で
も
あ
こ
が
れ
る

の
が
ト
ク
ダ
ネ
記
者
だ
が
、
こ
れ
に
は
縁

遠
か
っ
た
。
努
力
不
足
、
力
量
と
見
切
る

し
か
あ
る
ま
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
こ

の
欄
を
依
頼
さ
れ
た
と
き
は
正
直
言
っ
て

困
っ
た
。
書
い
た
話
に
大
し
た
ト
ク
ダ
ネ

は
な
い
し
、
ま
し
て
書
か
な
か
っ
た
秘
話

な
ど
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
。
そ
れ
で
も
、

そ
の
程
度
の
話
か
と
言
わ
れ
そ
う
な
の
を

承
知
で
書
い
て
お
く
の
は
、
後
輩
記
者
た

ち
の
参
考
に
な
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
だ
。

◆
意
を
決
し
て
高
島
次
官
に
当
て
る

　
ほ
と
ん
ど
を
政
治
記
者
で
過
ご
し
な
が

ら
、
会
社
か
ら
唯
一
も
ら
っ
た
編
集
局
長

努
力
賞
は
、
日
本
の
政
変
な
ら
ぬ
、
韓
国

の
政
変
情
報
に
対
し
て
だ
っ
た
。

　
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
１
９
８
０

年
８
月
15
日
、
金
曜
日
の
午
前
10
時
40
分

ご
ろ
だ
っ
た
。
前
日
の
14
日
に
は
金
大
中

氏
の
初
公
判
が
終
わ
っ
て
韓
国
情
勢
も
一

段
落
と
、
ほ
っ
と
し
て
い
た
矢
先
。
国
会

は
開
か
れ
て
お
ら
ず
、
夏
休
み
気
分
の
状

態
で
も
あ
っ
た
。

　
外
務
省
キ
ャ
ッ
プ
の
野
上
浩
太
郎
さ
ん

に
社
会
部
デ
ス
ク
の
片
岡
清
さ
ん（
故

人
）か
ら「
明
日
16
日
に
崔
圭
夏
大
統
領

が
辞
任
を
発
表
す
る
ら
し
い
」と
の
情
報

が
伝
え
ら
れ
、
野
上
キ
ャ
ッ
プ
か
ら「
確

認
し
て
く
れ
」と
の
指
示
を
受
け
た
。

　
私
は
す
ぐ
に
ア
ジ
ア
局
幹
部（
誰
だ
っ

た
か
は
思
い
出
せ
な
い
）の
と
こ
ろ
に
跳

ん
で
行
っ
た
が
、
色
よ
い
返
事
は
な
く
、

あ
き
ら
め
か
け
た
。
そ
の
と
き
、
頭
を
か

す
め
た
の
が
前
年
の
79
年
12
月
に
盧
載
鉉

国
防
相
が
突
然
、
解
任
さ
れ
た
と
き
の
こ

と
だ
。
ま
だ
、
そ
れ
が
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て

報
じ
ら
れ
て
い
な
い
と
き
、
高
島
益
郎
外

務
次
官
が
定
例
懇
談
の
席
で「
盧
国
防
相

も
解
任
さ
れ
た
ら
し
い
で
す
ね
」と
ポ
ツ

リ
と
漏
ら
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

　
そ
う
か
、
こ
の
種
の
外
国
首
脳
の
人
事

情
報
は
、
知
っ
て
い
て
も
下
の
人
は
出
す

ま
い
。
直
接
、
高
島
次
官
に
当
て
る
し
か

な
い
と
意
を
決
し
て
次
官
室
前
で
待
っ
て

い
る
と
、
た
ま
た
ま
所
用
で
出
か
け
る
次

官
を
つ
か
ま
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
情
報

を
ぶ
つ
け
る
と
、
気
が
抜
け
る
ほ
ど
あ
っ

さ
り
と
コ
ン
フ
ァ
ー
ム
し
て
も
ら
え
た
。

◆
誤
報
に
な
ら
な
い
か
と
び
く
び
く

　
直
ち
に
帰
っ
て
出
稿
し
た
の
が
、
次
の

原
稿
だ
っ
た
。

　「
政
府
筋
が
十
五
日
明
ら
か
に
し
た
と

こ
ろ
に
よ
る
と
、
韓
国
の
崔
大
統
領
は
極

め
て
近
い
時
期
に
辞
任
し
、
国
軍
保
安
司

令
官
の
全
斗
煥
大
将
が
大
統
領
代
理
に
就

任
す
る
と
の
情
報
を
外
務
省
が
得
た
」

　
手
元
に
は
記
事
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
が
残
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
、
京
都
新
聞
縮
刷
版

（
15
日
付
夕
刊
、
１
面
左
肩
４
段
）で
確
認

し
た
。
今
、読
み
返
す
と
汗
顔
の
至
り
だ
。

「
政
府
筋
」は
ふ
つ
う
首
相
官
邸
や
閣
僚
、

各
省
庁
の
高
官
を
指
す
広
い
も
の
だ
が
、

最
後
に「
外
務
省
」を
入
れ
た
こ
と
で
、

頭
隠
し
て
尻
隠
さ
ず
に
な
っ
て
い
る
。
読

む
者
が
読
め
ば
、
こ
の「
政
府
筋
」も
外

務
省
高
官
の
こ
と
だ
と
分
か
っ
た
ろ
う
。

　「
明
日
に
も
」と
せ
ず「
極
め
て
近
い
時

期
」と
し
た
の
は
、
外
れ
た
と
き
の
リ
ス

ク
を
考
え
て
の
こ
と
だ
。今
な
ら「
16
日
に

も
発
表
す
る
と
の
情
報
も
あ
る
」く
ら
い

は
入
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
当
時
は
、
怖

く
て
書
け
な
か
っ
た
よ
う
に
記
憶
す
る
。

　
同
縮
刷
版
の
16
日
付
朝
刊
に
は
続
報
が

あ
る
。
こ
れ
は
当
然
な
が
ら
外
信
部
が
引

き
取
っ
て
書
い
た
。
記
事
は「
全
斗
煥
・

韓
国
新
大
統
領
　
今
月
中
に
就
任
へ
／
崔

大
統
領
き
ょ
う
辞
任
声
明
」と
あ
っ
て
、

脇
見
出
し
に
わ
ざ
わ
ざ「
外
務
省
首
脳
確
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認
」と
入
れ
て
あ
る
。
朝
刊
記
事
は
、
主

と
し
て
韓
国
の
報
道
を
引
用
し
て
書
か
れ

て
お
り
、
フ
ァ
ー
ス
ト
ハ
ン
ド
の
情
報
が

欠
け
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
補
強
す
る
た

め
と
、
共
同
が
抜
い
た
の
を
印
象
付
け
よ

う
と
外
信
部
記
者
が
敬
意
を
表
し
て
書
い

て
く
れ
た
と
勝
手
に
思
っ
て
い
る
。

　
実
は
、
こ
の
と
き
共
同
通
信
は
ソ
ウ
ル

特
派
員
が
い
な
か
っ
た
。
前
任
の
林
憲
一

郎
支
局
長
が
国
外
退
去
さ
せ
ら
れ
て
い
た

か
ら
だ
。
外
国
の
政
変
を
書
け
た
理
由
、

あ
る
い
は
も
う
少
し
積
極
的
な
理
由
は
、

特
派
員
が
い
な
く
て
も
韓
国
情
報
に
関
し

て
は
共
同
が
強
い
と
い
う
と
こ
ろ
を
示
し

た
い
と
の
思
惑
も
な
い
で
は
な
か
っ
た
。

ち
な
み
に
受
賞
時
の
編
集
週
報（
社
内
報
）

に
は「
ソ
ウ
ル
支
局
閉
鎖
中
と
い
う
困
難

な
情
況
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
国
際

的
ス
ク
ー
プ
が
で
き
た
の
は
…
」と
編
集

局
サ
イ
ド
が
わ
ざ
わ
ざ
言
及
し
て
い
る
。

う
か
。
そ
れ
と
も
、
私
と
同
じ
く
気
が
気

で
な
い
心
境
な
の
だ
ろ
う
か
。

◆
捕
虜
収
容
所
で
の
ド
イ
ツ
人
と
日
本
人

　
今
回
、こ
の
原
稿
を
書
く
に
当
た
っ
て
、

情
報
ソ
ー
ス
を
守
り
続
け
る
か
ど
う
か
迷

っ
た
。
私
の
判
断
と
し
て
は
、
も
う
時
効

だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
と
、高
島
さ
ん（
後
に

駐
ロ
シ
ア
大
使
、
最
高
裁
判
所
判
事
を
務

め
ら
れ
た
）も
鬼
籍
に
入
ら
れ
て
い
る
の

で
、
情
報
源
を
明
ら
か
に
し
て
も
実
害
は

あ
る
ま
い
と
考
え
た
次
第
だ
。

　
高
島
さ
ん
と
い
え
ば
、
条
約
局
長
時
代

の
日
中
国
交
正
常
化
交
渉
で
正
論
を
押
し

通
し
た
が
故
に
、
周
恩
来
総
理
を
し
て

「
法
匪
」と
言
わ
し
め
、
最
後
に
は「
こ
う

い
う
有
能
な
人
物
が
欲
し
い
」と
言
わ
し

め
た
人
物
。
も
っ
と
も「
法
匪
」発
言
に

つ
い
て
は
、
読
売
新
聞
の
島
脩
氏
が
本
会

報
２
０
０
２
年
３
月
号
の『
書
い
た
話
　

書
か
な
か
っ
た
話
』で
、
そ
の
趣
旨
の
厳

し
い
発
言
は
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
言
葉

自
体
は
周
恩
来
か
ら
発
せ
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。

　
次
官
公
邸
で
の
定
例
懇
談
も
楽
し
み
だ

っ
た
。
高
島
夫
人
が
と
き
ど
き
顔
を
出
し

て
何
か
と
口
を
挟
む
の
が
面
白
か
っ
た
。

高
島
さ
ん
は
嫌
が
る
で
も
な
く
、
自
然
に

振
る
舞
っ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

　
そ
の
と
き
聞
い
て
印
象
深
い
の
は
、
シ

ベ
リ
ア
抑
留
時
の
話
だ
。
高
島
さ
ん
は
シ

ベ
リ
ア
か
ら
移
さ
れ
て
、
ウ
ラ
ル
以
西
の

捕
虜
収
容
所
に
い
た
。
そ
こ
で
は
ド
イ
ツ

人
捕
虜
と
一
緒
だ
っ
た
と
い
う
。
ド
イ
ツ

人
も
日
本
人
も
ロ
シ
ア
人
を
馬
鹿
に
し
て

い
た
点
で
は
同
じ
だ
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
人

は
結
束
し
て
ロ
シ
ア
人
を
だ
ま
す
方
策
を

考
え
た
の
に
対
し
て
、
日
本
人
は
個
々
人

が
抜
け
駆
け
す
る
点
で
違
っ
て
い
た
と
、

話
さ
れ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
雑
談
は
忘
れ
た

の
に
、こ
の
話
だ
け
は
今
も
覚
え
て
い
る
。

こ
れ
を
発
展
さ
せ
れ
ば
、
日
本
人
論
に
つ

な
が
り
そ
う
だ
。

◆
新
自
由
ク
ラ
ブ
解
党
情
報

　
高
島
さ
ん
関
連
で
は
な
い
が
、
深
く
関

与
し
た
ト
ク
ダ
ネ
は
、
86
年
８
月
11
日
の

新
自
由
ク
ラ
ブ
解
党
の
報
道
だ
。

　「
こ
ち
ら
の
新
自
由
ク
ラ
ブ
所
属
の
市

議
が『
新
自
由
ク
ラ
ブ
が
近
く
解
散
す

る
』と
言
っ
て
ま
す
が
、
知
っ
て
ま
す
か
」

　「
エ
ッ
、
何
だ
っ
て
！
」

　
午
後
３
時
30
分
、
最
初
の
情
報
を
政
治

部
の
野
上
浩
太
郎
デ
ス
ク
に
も
た
ら
し
た

の
は
岸
和
田
通
信
部
の
中
村
博
文
記
者

（
こ
の
と
き
の
編
集
局
長
努
力
賞
は
中
村

記
者
だ
け
に
与
え
ら
れ
た
）。
学
生
時
代

か
ら
11
年
間
、
政
治
部
で
い
わ
ゆ
る
ボ
ー

ヤ（
編
集
庶
務
）と
し
て
働
い
て
い
た
。

岸
和
田
市
役
所
記
者
ク
ラ
ブ
に
は
朝
日
、

読
売
の
記
者
も
い
た
が
、
他
社
が
大
阪
社

会
部
デ
ス
ク
を
介
し
て
連
絡
し
て
い
る
間

に
直
接
、
政
治
部
デ
ス
ク
に
電
話
し
た
の

だ
っ
た
。
　
　

　
私
は
当
時
、
平
河
ク
ラ
ブ
・
キ
ャ
ッ
プ

に
な
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
野
上
デ
ス
ク

か
ら
の
情
報
を
受
け
て
、
新
自
由
ク
ラ
ブ

担
当
の
三
笠
博
司
記
者
に
取
材
に
行
っ
て

も
ら
っ
た
。
三
笠
記
者
は
山
口
敏
夫
幹
事

長
周
辺
を
当
た
っ
て
戻
っ
て
来
て「
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
12
日
午
後
０
時
半
か
ら

マ
ツ
ヤ
・
サ
ロ
ン
で
全
国
幹
事
会
。
15
日

党
大
会
で
正
式
に
解
党
を
決
め
ま
す
」と

言
う
。
直
ち
に
野
上
デ
ス
ク
に
電
話
し
、

フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
出
し
た
の
が
午
後
４
時
４

分
だ
っ
た
。

　
こ
の
時
間
帯
で
は
新
聞
に
は
影
響
が
な

い
。
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
の
動
き
を
追
っ
た

が
、
な
か
な
か
動
き
が
な
い
。
大
丈
夫
か

な
と
不
安
に
思
っ
て
い
た
と
き
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

が
午
後
５
時
15
分
、テ
ロ
ッ
プ
を
出
し
た
。

１
時
間
以
上
経
っ
て
い
た
。

　
こ
の
と
き
は
三
笠
記
者
を
信
じ
て
い
た

の
で
、
誤
報
と
い
う
不
安
は
感
じ
な
か
っ

た
が
、
そ
れ
で
も
後
追
い
が
出
て
初
め
て

ほ
っ
と
し
た
。

　
全
斗
煥
大
統
領
就
任
時
の
報
道
の
時
と

同
様
に
、
ト
ク
ダ
ネ
と
い
う
の
は
、
後
か

ら
は
胸
を
張
っ
て
言
え
る
の
だ
が
、
そ
の

プ
ロ
セ
ス
で
は
決
し
て
心
穏
や
か
な
も
の

で
は
な
い
な
、
と
悟
っ
た
。

　
こ
の
日
は
次
官
懇
談
の
日
だ
っ
た
。
そ

こ
で
も
情
報
は
裏
打
ち
さ
れ
た
。
編
集
週

報
に
私
は「
夕
方
の
定
例
懇
談
の
後
で
、

他
社
の
親
し
い
記
者
か
ら『
当
た
っ
て
い

た
ね
』と
声
を
掛
け
ら
れ
た
と
き
が
一
番

う
れ
し
か
っ
た
」と
率
直
に
書
い
て
い

た
。
裏
返
す
と
、記
事
は
出
し
た
も
の
の
、

と
ん
で
も
な
い
誤
報
に
な
り
は
し
な
い
か

と
、内
心
び
く
び
く
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ほ
か
の
ト
ク
ダ
ネ
記
者
は
ど
ん
な
気
持

ち
な
の
だ
ろ
う
か
。
自
信
満
々
な
ん
だ
ろ
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し
、
約
１
５
０
本
あ
っ
た
タ
ン
ク
は
全
て

流
さ
れ
た
。
従
業
員
７
人
も
犠
牲
に
な
っ

た
。
従
業
員
ら
は
、
こ
ら
え
き
れ
な
い
涙

の
中
に
再
建
へ
の
思
い
を
込
め
奔
走
。
内

陸
の
一
関
市
千せ

ん

厩ま
や

町ち
ょ
うで

酒
蔵
や
設
備
を
借

り
受
け
、
２
０
１
１
年
８
月
か
ら
酒
造
り

を
再
開
し
た
。
翌
12
年
８
月
に
は
大
船
渡

市
猪
川
町
に
新
工
場
を
建
設
。
日
本
酒
の

味
や
匂
い
に
こ
だ
わ
り
、
震
災
前
と
同
じ

氷
上
山
系
の
水
を
使
え
る
場
所
を
選
ん

だ
。

　
酒
蔵
に
入
る
と
大
型
機
械
や
麹

こ
う
じ

室
の
近

く
で
木
製
の
道
具
を
散
見
す
る
。「
機
械

が
な
く
て
も
み
ん
な
が
工
夫
し
て
作
っ
て

く
れ
る
。
一
関
市
で
再
開
し
た
と
き
は
全

て
が
緊
急
マ
ニ
ュ
ア
ル
だ
っ
た
よ
」と
金

野
社
長
。
現
在
の
生
産
量
、
売
り
上
げ
と

も
に
震
災
前
の
約
４
割
。
完
全
復
活
と
は

言
え
な
い
状
況
を
支
え
て
い
る
の
が
従
業

員
の
経
験
や
能
力
だ
。
何
で
も
話
し
合
え

る
温
か
な
雰
囲
気
。
限
ら
れ
た
資
金
の
中

で
よ
り
良
い
酒
を
造
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ

れ
が
積
極
的
に
動
く
。

■
復
興
の
歩
み
発
信
す
る
新
酒�

　
ぜ
ひ
味
わ
っ
て

　「
日
本
酒
の
日
」
の
今
年
10
月
１
日
、

酔
仙
酒
造
の
看
板
品
種「
活
性
原
酒
　
雪

っ
こ
」の
新
酒
販
売
を
始
め
た
。
１
９
７

０
年
の
発
売
か
ら
冬
期
間
に
造
ら
れ
る
白

く
濁
っ
た
原
酒
と
し
て
多
く
の
人
に
愛
さ

お
だ
の
・
じ
ゅ
ん
い
ち
▼
２
０
０
３
年
入
社
　

釜
石
支
局
　
運
動
部
を
経
て
　
15
年
か
ら
陸

前
高
田
支
局
長

被災地通信�　岩手県�気仙地域

食卓に戻るその日まで
地元酒蔵�帰郷への思い

小田野　純一（岩手日報社）

10月１日から販売が始まった酔仙酒造の
「活性原酒　雪っこ」（岩手日報社提供）

　
い
つ
も
食
卓
に
並
ん
で
い
た
も
の
が
な

く
な
る
。
食
事
は
で
き
て
も
何
か
が
物
足

り
な
い
。
岩
手
県
大
船
渡
市
、
陸
前
高
田

市
、
住
田
町
の「
気
仙
地
域
」と
呼
ば
れ

る
沿
岸
南
部
の
住
民
に
と
っ
て
は
、
そ
れ

が
酔す

い

仙せ
ん

酒
造（
金
野
連
社
長
）の
お
酒
だ

っ
た
。

　
同
社
は
１
９
４
４
年
、
陸
前
高
田
市
と

大
船
渡
市
の
造
り
酒
屋
８
軒
が
１
つ
に
な

り
、
陸
前
高
田
市
の
中
心
部
に
酒
蔵
を
構

え
た
。
日
本
酒
だ
け
で
年
間
約
１
０
０
万

㍑
を
出
荷
。
半
数
は
北
海
道
、
首
都
圏
な

ど
県
外
に
流
通
し
て
い
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
酒
蔵
は
壊
滅

れ
て
い
る
。
と
ろ
り
と
し
た
甘
さ

が
人
気
、
関
東
地
方
に
も
出
荷
し

て
い
る
の
で
ぜ
ひ
一
度
味
わ
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
地
域
の
活
力
に

な
る
と
と
も
に
、
復
興
へ
歩
む
気

仙
地
域
を
広
く
発
信
す
る
酒
と
し

て
期
待
し
て
い
る
。
今
年
は
前
年

度
比
約
１
万
８
千
㍑
多
い
約
15
万

１
千
㍑
を
出
荷
予
定
。
清
酒
は
飲

み
飽
き
な
い
よ
う
に
や
や
辛
口
に

仕
込
み
、
同
約
６
万
８
千
㍑
多
い

43
万
３
千
㍑
を
予
定
し
て
い
る
。

　
同
社
の
ほ
か
日
本
酒
蔵
元
で
被
災
し
た

の
は
宮
古
市
の
菱
屋
酒
造
店（
銘
柄
・
千

両
男
山
）、
大
槌
町
の
赤
武
酒
造（
同
・

浜
娘
）。
菱
屋
酒
造
店
は
流
さ
れ
た
工
場

跡
に
新
施
設
を
再
建
し
、
赤
武
酒
造
は
盛

岡
市
で
酒
造
り
を
再
開
し
た
。
現
在
、
県

内
に
は
22
の
日
本
酒
蔵
元
が
あ
る
。

■「
誰
も
が
普
通
に�

　
飲
め
る
酒
で
あ
り
た
い
」

　
現
在
、
被
災
地
は
復
興
工
事
が
懸
命
に

進
め
ら
れ
て
い
る
。「
奇
跡
の
一
本
松
」

が
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
陸
前
高
田

市
は
、
被
災
規
模
が
大
き
く
被
災
者
の
７

割
に
当
た
る
１
４
１
７
世
帯（
９
月
末
時

点
）が
い
ま
だ
仮
設
住
宅
で
暮
ら
し
、
自

立
へ
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て
て
い
な

い
人
も
多
い
。
市
内
で
は
住
宅
再
建
や
中

心
市
街
地
の
形
成
に
向
け
て
、
高
台
の
宅

地
造
成
、
津
波
被
災
地
の
か
さ
上
げ
工
事

が
続
い
て
い
る
。
高
台
造
成
地
か
ら
土
砂

を
搬
出
し
て
き
た
巨
大
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ

ー
は
９
月
15
日
に
運
転
を
終
了
。
至
る
所

に
盛
り
土
が
見
ら
れ
、
復
興
事
業
は
新
た

な
ス
テ
ー
ジ
へ
進
ん
だ
。

　「
い
つ
か
は
陸
前
高
田
に
戻
る
」。
金
野

社
長
の
将
来
設
計
に
は「
帰
郷
」の
思
い

が
あ
る
。
地
元
住
民
に
愛
さ
れ
、
と
も
に

歩
ん
で
き
た
酔
仙
酒
造
の
71
年
の
歴
史
。

陸
前
高
田
市
に
酒
蔵
が
戻
り
、
当
た
り
前

の
よ
う
に
食
卓
に
酔
仙
酒
造
の
お
酒
が
並

ん
だ
時
、復
興
で
き
た
と
感
じ
る
だ
ろ
う
。

　「
誰
も
が
普
通
に
飲
め
る
酒
で
あ
り
た

い
」。
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
よ
り
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
。
復
興
を
終
え
た
街
を
夢
見
て
、
酔
仙

酒
造
の
奮
闘
は
続
く
。

東日本大震災から4年8カ月� 被災地はい ま
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リ レーエッセー

何
が「
つ
ら
い
」と
言
わ
せ
た
の
か

　最
後
の
琉
球
政
府
主
席・屋
良
朝
苗
さ
ん

軽
部

　謙
介（
時
事
通
信
社
）

後
は
沖
縄
県
庁
の「
第
一
庁
舎
」と
し
て

使
わ
れ
た
。
現
在
の
巨
大
な
県
庁
は
そ
の

跡
地
に
建
つ
。

　
式
典
終
了
後
、
那
覇
支
局
に
勤
務
し
て

い
た
私
は
屋
良
さ
ん
に「
ど
ん
な
ご
感
想

で
す
か
」と
聞
い
た
。
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
に

貼
ら
れ
た
自
分
の
記
事
に
答
え
が
残
っ
て

い
る
。

　「
復
帰
前
後
の
時
期
な
の
で
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
感
慨
深
い
と
言

え
ま
す
」

　
そ
し
て
こ
う
言
葉
を
継
い
だ
。

　「
昔
を
思
い
出
す
と
つ
ら
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
」

◇

　
屋
良
さ
ん
が
琉
球
政
府
の
主
席
を
務
め

て
い
た
の
は
、
本
土
復
帰
へ
の
動
き
が
本

格
化
し
た
こ
ろ
だ
。
毒
ガ
ス
移
送
、
コ
ザ

暴
動
事
件
、
円
ド
ル
交
換
な
ど
次
々
に
難

題
が
吹
き
出
し
小
さ
な
島
は
揺
れ
に
揺
れ

た
。
し
か
も「
沖
縄
の
帝
王
」と
呼
ば
れ

た
米
軍
高
等
弁
務
官
が
君
臨
し
て
い
た
だ

け
に
、
主
席
と
し
て
の
苦
労
は
並
大
抵
で

は
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
ま
じ
め
で
誠
実
だ
っ
た
屋
良
さ
ん
は

「
激
し
く
や
る
と
歯
が
折
れ
る
」と
し
て

「
鈍
角
の
態
勢
」を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い

た
。
し
か
し
、
時
に
そ
れ
は「
優
柔
不
断
」

「
日
和
見
」と
揶
揄
さ
れ
、
信
頼
す
る
部

下
の
離
反
に
も
遭
遇
す
る
。
日
本
政
府
と

の
距
離
を
め
ぐ
っ
て「
革
新
陣
営
」の
支

持
者
た
ち
か
ら
厳
し
く
批
判
さ
れ
た
。

　
復
帰
の
中
身
も
屋
良
さ
ん
た
ち
が
求
め

た
も
の
と
は
程
遠
い
内
容
だ
っ
た
。
密
度

や
機
能
に
お
い
て「
本
土
並
み
」の
返
還

だ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
嘉
手
納
基
地
や
普

天
間
基
地
も
含
め
大
半
の
米
軍
施
設
が
そ

の
ま
ま
残
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

今
に
続
く
復
帰
後
の
基
地
問
題
は
こ
こ
か

ら
始
ま
っ
た
。

　
沖
縄
県
公
文
書
館
で
公
開
さ
れ
て
い
る

屋
良
さ
ん
の
日
記
を
読
む
と
、「
余
り
に

も
荷
は
重
し
」「
に（

マ
マ
）

な
い
切
れ
な
い
課
題

を
背
負
っ
て
い
る
」な
ど
と
本
音
が
吐

露
さ
れ
て
い
る
。
自
身
を「
時
代
の
人

柱（
ひ
と
ば
し
ら
）」な
ど
と
表
現
し
た

箇
所
も
あ
っ
た
。
眉
間
に
し
わ
を
寄
せ

る
屋
良
さ
ん
が
内
心
何
を
考
え
て
い
た

の
か
よ
く
分
か
る
。◇

　「
お
別
れ
式
」で
初
め
て
言
葉
を
交

わ
し
た
の
を
機
会
に
、
そ
れ
か
ら
一
、

二
度
、
那
覇
市
内
の
お
宅
を
訪
ね
て
話

を
伺
っ
た
。
復
帰
の
こ
ろ
ま
だ
高
校
生

だ
っ
た
若
い
記
者
を
相
手
に
し
て
も
、

き
ち
ん
と
し
た
居
住
ま
い
を
崩
さ
ず
、

一
言
、
一
言
丁
寧
に
語
っ
て
く
れ
た
の

が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

　
現
役
時
代
を
全
く
知
ら
な
い
私
に
、

こ
の
人
を
語
る
資
格
は
な
い
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
沖
縄
の
苦
悩
が
拡
大

再
生
産
さ
れ
て
い
る
現
状
を
考
え
た
と

き
、
原
点
と
な
る
時
代
を
生
き
た
屋
良

さ
ん
の
軌
跡
を
た
ど
る
こ
と
は
重
要
だ

と
思
う
。

　
旧
琉
球
政
府
庁
舎
を
見
上
げ
た
と
き
、

何
が「
つ
ら
い
」と
言
わ
せ
た
の
か
―
。

も
う
一
度
考
え
て
み
た
い
。

（
か
る
べ
・
け
ん
す
け
　
解
説
委
員
長
）

次
は
永
野
健
二
さ
ん（
日
本
経
済
新

聞
出
身
）に
バ
ト
ン
が
渡
り
ま
す
。

　
曇
り
空
だ
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
傘
を

差
す
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
雨
粒

が
ぱ
ら
ぱ
ら
と
落
ち
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
。
１
９
８
６
年
３
月
。
屋や

良ら

朝ち
ょ
う

苗び
ょ
う

さ
ん
と
初
め
て
お
目
に
か
か
っ
た
日
の

こ
と
だ
。

　
引
退
し
て
10
年
。
屋
良
さ
ん
は
こ
の

時
す
で
に
83
歳
に
な
っ
て
い
た
が
、
ト

レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
丸
メ
ガ
ネ
を
か
け
背

筋
を
ぴ
ん
と
伸
ば
し
て
沖
縄
県
庁
中
庭

の
イ
ス
に
腰
掛
け
て
い
た
。

　「
最
後
の
琉
球
政
府
主
席
」「
本
土
復

帰
の
立
役
者
」「
初
代
沖
縄
県
知
事
」。

さ
ま
ざ
ま
な
肩
書
や
形
容
が
付
与
さ
れ

る
屋
良
さ
ん
が
こ
の
日
来
賓
と
し
て
招

か
れ
た
の
は
、
取
り
壊
し
が
決
ま
っ
て

い
た「
県
庁
第
一
庁
舎
」の
お
別
れ
式

だ
っ
た
。

　
ガ
ジ
ュ
マ
ル
に
囲
ま
れ
小
学
校
の
校

舎
の
よ
う
な
た
た
ず
ま
い
だ
っ
た
こ
の

建
物
は
、
53
年
に
米
軍
が
建
設
。
琉
球

政
府
の
本
庁
舎
と
し
て
、
72
年
の
復
帰

沖縄返還に尽力した山中貞則総務長
官（左）と会談する屋良主席。両者と
も鬼籍に入ってしまった（1970年5月20
日／沖縄・那覇市／時事通信フォト提供）
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■
ド
イ
ツ
リ
ス
ク
　「
夢
見
る
政
治
」
が

引
き
起
こ
す
混
乱

三
好
　
範
英
（
読
売
新
聞
編
集
委
員
）

■
美
智
子
さ
ま�

マ
ナ
ー
と
お
言
葉
の
流
儀

渡
邉
　
み
ど
り
（
日
本
テ
レ
ビ
出
身
）

■
イ
ン
ド
の
社
会
と
名
誉
殺
人（
チ
ャ
ン
ダ

ー
・
ス
ー
タ
・
ド
グ
ラ
著
、
鳥
居
千
代
香
訳
）

鳥
居
　
千
代
香
（
帝
京
大
学
外
国
語
学
部
教
授
）

■
大
村
智
　
２
億
人
を
病
魔
か
ら
守
っ
た
化
学
者

馬
場
　
錬
成
（
読
売
新
聞
出
身
）

■
日
本
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
ど
う
付
き
合
う

か
：
米
中
攻
防
時
代
の
新
戦
略

千
野
　
境
子
（
産
経
新
聞
出
身
）

何
事
も
表
が
あ
れ
ば
裏
が
あ
る
　
当
ク
ラ

ブ
の
会
見
に
時
々
お
じ
ゃ
ま
し
て
い
る

が
、
ゲ
ス
ト
が
ド
イ
ツ
の
人
間
だ
と
必
ず

出
る
質
問
が
、「
ド
イ
ツ
は
模
範
。
日
本

に
何
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
」。
最
近
読
ん
だ

本
に
は
、「
ド
イ
ツ
の
労
働
効
率
性
は
高

い
。
日
本
も
学
ぶ
べ
き
」と
あ
っ
た
。「
何

が
あ
っ
て
も
午
後
５
時
ぴ
っ
た
り
に
帰
宅

す
る
」社
会
は
、
サ
ー
ビ
ス
不
在
の
不
快

社
会
を
意
味
す
る
こ
と
は
、
ち
ょ
っ
と
想

像
す
れ
ば
分
か
り
そ
う
な
も
の
だ
が
。
何

事
も
表
が
あ
れ
ば
裏
が
あ
る
。
本
書
で
取

り
上
げ
た
、
ド
イ
ツ
の
脱
原
発
、
ユ
ー
ロ

問
題
、
歴
史
認
識
問
題
な
ど
も
同
じ
。
世

界
の
ど
こ
に
も
理
想
の
国
な
ど
な
い
、
と

い
う
日
本
人
の

自
覚
の
一
助
に

な
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
流
儀
を
知
る
　
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
高
速
鉄
道
受
注
合
戦
で
日
本
は
中

国
に
敗
れ
た
。
で
も
親
日
で
Ｏ
Ｄ
Ａ
最
大

人
を
大
切
に
想
う
心
72
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

　
世
の
女
性
た
ち
に
、
美
智
子
さ
ま
か
ら

眞
子
さ
ま
・
佳
子
さ
ま
へ
引
き
継
が
れ
る

「
人
を
大
切
に
想
う
心
」を
お
届
け
し
た

い
。

　
そ
ん
な
思
い
か
ら
本
書
は
生
ま
れ
た
。

皇
后
美
智
子
さ
ま
の
立
ち
居
振
る
舞
い
は

い
つ
で
も
気
品
に
溢
れ
て
い
る
。

　
諸
外
国
や
被
災
地
へ
の
訪
問
で
見
せ
ら

れ
る
お
相
手
を
気
遣
っ
た
お
言
葉
、
Ｔ
Ｐ

Ｏ
に
合
わ
せ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
そ
し
て

そ
の
お
心
を
伝

え
る
子
育
て
な

ど
、
エ
ピ
ソ
ー

ド
は
合
わ
せ
て

私
的
制
裁
を
追
う
　
名
誉
殺
人
と
は
、
親

が
決
め
た
相
手
と
の
結
婚
を
拒
ん
だ
り
、

共
同
体
の
掟
に
反
す
る
相
手
と
結
婚
を
希

望
し
た
り
、
結
婚
し
た
女
性
や
相
手
の
男

性
が「
名
誉
を
汚
し
た
」と
家
族
や
部
族

の
長
老
の
決
定
で
殺
さ
れ
る
私
的
制
裁
の

こ
と
で
あ
る
。
イ
ン
ド
で
こ
の
種
の
事
件

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
を
予
言
し
て
的
中
さ
せ
た
本
　
新
聞
記
者
の
勘
が
当
た
っ
た
。
大
村

智
博
士
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
に
な
る
と
確
信
し
た
の
は
２
０
１
１
年
で
あ
る
。
文
藝

春
秋
社
の「
２
０
１
３
年
の
論
点
」の
中
で「
オ
ン
コ
セ
ル
カ
症
の
特
効
薬
の
貢
献
と
い

う
こ
と
な
ら
単
独
で
生
理
学
・
医
学
賞
受
賞
も
あ
り
得
る
」と
ズ
バ
リ
予
言
し
て
い
た
。

　
取
材
の
端
緒
は
荒
井
寿
光
・
元
特
許
庁
長
官
の
示
唆
だ
っ
た
。
大
村
博
士
の
産
学
連

携
活
動
を
世
の
中
に
紹
介
す
る
の
が
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
仕
事
だ
と
言
う
。
大
村
博

士
が
特
許
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー
で
２
５
０
億
円
を
研
究
現
場
に
持
っ
て
き
た
実
績
も
す
ご

い
が
、
取
材
を
掘
り
下
げ
て
い
く
う
ち
天
然
有
機
化
合
物
の
研
究
で
も
っ
と
す
ご
い
業

績
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
れ
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
も
の
だ
。

　
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
研
究
し
て
き
た
筆
者
は
、
業
績
内
容
を
知
る
と
受
賞
で
き
る
か
ど
う

か
が
分
か
る
。
勘
で
あ
る
。
荒
井
さ
ん
に
認
め
て
も
ら
う
た
め『
大
村
智
』を
上
梓
し

勘
を
世
に
問
う
た
。
受
賞
後
に
大
村
博
士
の
す
ご
い
業
績
だ
け
で
な
く
、
魅
力
あ
ふ
れ

る
人
柄
が
世
に
知
れ
渡
っ
た
。
そ
の
ほ
う
が
も
っ
と
う
れ
し
か
っ
た
。

光文社新書
９０７円

マ
イ
B
O
O
K�

マ
イ
P
R

会員の著 書

＊
マ
イ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
マ
イ
Ｐ
Ｒ
　
Ａ
ｇ
ａ
ｉ
ｎ
＊

の
受
取
国
な
の
に
と
怒
っ
て
も
ダ
メ
。
国

益
優
先
は
日
本
も
同
じ
な
の
だ
か
ら
。
こ

れ
は
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
）に
も
当
て
は
ま
る
。

　
米
中
攻
防
の
太
平
洋
を
舞
台
に
、
米
中

も
日
本
も
大
事
と
サ
バ
イ
バ
ル
を
図
る
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
流
儀
と
は
。
設
立
の
背
景
や

争
わ
ぬ
仕
掛
け
、
加
盟
国
の
対
中
・
対
米

観
の
深
層
な
ど
を
書
き
つ
つ
、
ま
す
ま
す

重
要
に
な
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
日
本
の
最
善

の
関
係
構
築
に

向
け
、
提
言
も

試
み
た
。

草思社
１９４４円

72
。
私
た
ち
の
生
活
に
も
直
結
す
る
の

で
、
一
読
し
て
ぜ
ひ
役
立
て
て
い
た
だ
き

た
い
。

こう書房
１５１２円

は
多
い
が
、
初
の
有
罪
判
決
が
下
さ
れ
、

現
在
な
お
最
高
裁
判
所
で
係
争
中
の
事
件

を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト（
女
性
）が
身
を
危

険
に
晒
し
な
が
ら
追
う
。

　
イ
ン
ド
最
大
の
通
信
社
Ｐ
Ｔ
Ｉ
で
も
同

様
の
事
件
が
起
き
た
。
同
社
で
働
く
男
性

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
婚
約
者
が
実
家
で
命

を
落
と
し
た
。彼
女
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。

２
人
と
も
最
上
位
の
バ
ラ
モ
ン
階
級
の
カ

ー
ス
ト
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
内
部
の
身
分

が
男
性
の
方
が

低
か
っ
た
の
が

原
因
だ
と
言
わ

れ
て
い
る
。

つげ書房新社
２７００円

中央公論新社
２２６８円



21 ⃝日本記者クラブ会報　2015.11.10　No.549

■
会
議
報
告

⃝
第
３
６
７
回
会
報
委
員
会

（
10
・
８
　
大
会
議
室
）

　
11
月
号
の
編
集
と
12
月
号
の「
わ
た
し

の
お
す
す
め
本
」、
ク
ラ
ブ
ゲ
ス
ト
面
改

革
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
来
年
１
月
号
の

「
新
春
随
想
」を
滝
鼻
卓
雄
元
理
事
長
に

依
頼
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

出
席
　
飯
塚
委
員
長
、
鈴
木
、
渡
辺
、
向

山
、
佐
塚
、
大
寺
、
長
﨑
、
藤
井
、
藤
澤

の
各
委
員
。

⃝

第
４
５
６
回
企
画
委
員
会

（
10
・
９
　
会
見
場
）

　
今
後
の
ゲ
ス
ト
候
補
に
つ
い
て
協
議
し

た
ほ
か
、
年
初
恒
例
の
経
済
見
通
し
研
究

会
の
担
当
委
員
な
ど
を
決
め
た
。

出
席
　
西
村
委
員
長
、
安
井
、
倉
重
、
福

本
、
実
、
水
野
、
別
府
、
宮
田
、
榊
原
、

川
上
、
山
本
、
瀬
口
、
原
田
、
宇
留
間
、

島
田
、
杉
尾
、
小
栗
、
和
田
、
堀
、
梶
本
、

橋
場
の
各
委
員
。

⃝

第
４
５
８
回
会
員
資
格
委
員
会

（
10
・
15
　
小
会
議
室
）

　
11
月
１
日
付
入
会
を
審
議
し
、
理
事
会

に
答
申
し
た
。

出
席
　
小
田
委
員
長
、
菊
池
、
花
谷
、
越

中
、
小
池
、
播
摩
、
畑
山
、
山
本
の
各
委

員
。

⃝

第
５
７
５
回
理
事
会（

10
・
26
　
大
会
議
室
）

一
、
２
０
１
５
年
度
上
半
期
の
記
者
会
見

な
ど
の
行
事
と
中
間
決
算
に
つ
い
て
事
務

局
が
報
告
し
た
。

一
、
最
近
の
会
員
の
増
減
に
つ
い
て
事
務

局
が
報
告
。
そ
れ
を
受
け
て
伊
藤
理
事
長

が
理
事
会
と
し
て
引
き
続
き
入
会
促
進
に

取
り
組
む
た
め
に
法
人
会
員
、
法
人
賛
助

会
員
、
特
別
賛
助
会
員
の
入
会
金
免
除
の

措
置
を
来
年
度
も
取
り
た
い
と
提
案
、
了

承
し
た
。

一
、日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
規
約
に
基
づ
き
、

２
０
１
６
年
度
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
と
同

特
別
賞
を
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

一
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
が
導
入
さ
れ
る
の

に
伴
い
、「
特
定
個
人
情
報
取
扱
規
程
」「
特

定
個
人
情
報
等
の
適
正
な
取
扱
に
関
す
る

基
本
方
針
」の
制
定
を
決
定
し
た
。
ま
た
、

「
職
員
就
業
規
則
」の
一
部
改
定
も
決
定

し
た
。

出
席
　
伊
藤
理
事
長
、
水
谷
副
理
事
長
、

中
井
専
務
理
事
、
西
村
、
小
田
、
原
田
、

飯
塚
、
深
田
、
岡
崎
、
山
元
、
菅
生
、
具

志
堅
、
成
田
、
西
渕
、
篠
塚
、
吉
田
、
壱

岐
、
川
嶋
、
木
村
、
西
野（
文
）の
各
理
事
、

沖
永
、
滝
花
の
両
監
事
。

日本記者クラブ賞・特別賞候補をご推薦ください

　日本記者クラブ賞・特別賞の募集が始まりました。
締め切りは来年１月30日（土）です。
　日本記者クラブ賞は「クラブ会員、または法人会
員社に属する個人」を対象とした賞で、創設以来す
でに40年を越える歴史があります。
　一方、2012年度に新設された特別賞は、原則とし
て「クラブ会員・会員社以外」が対象ですが、会員
社の取材班・番組班などチームとしての業績も対象
となります。会員社に属する記者個人は日本記者ク
ラブ賞、組織や団体は特別賞というわけです。また、
会員社系列の報道機関に属する方の活動も特別賞に
該当します。
　両賞とも、会員の皆さんから推薦された候補を推
薦委員会（個人Ｄ会員８人）が審査して、適格な候
補若干名を選考委員会（総務委員会）に具申し、選
考委員会が授賞者を理事会に答申し、理事会が決定
することになります。
　応募要項と推薦書を11月中にお送りします。推薦
書はクラブのウェブサイトからダウンロードできま
す。推薦者は所定の用紙で、推薦理由（2000字以内）
と参考資料を添えて提出願います。
　詳細は事務局の本庄（03-3503-2754）へお問い合わ
せください。
【日本記者クラブ賞受賞者】� ※2000年度以降、敬称略
2000年度　熊田　亨（中日新聞社）
2001年度　鳥越俊太郎（全国朝日放送）
2003年度　田城　明（中国新聞社）
2004年度　春名　幹男（共同通信社）
2005年度　黒田　勝弘（産経新聞社）
2007年度　松本　仁一（朝日新聞社）
　　　　　清水　美和（東京新聞）
2008年度　筑紫　哲也（ＴＢＳ）
2009年度　伊藤　正（産経新聞社）
　　　　　阿武野勝彦（東海テレビ放送）
2010年度　梅津時比古（毎日新聞社）
2011年度　国谷　裕子（ＮＨＫ）
2012年度　萩尾　信也（毎日新聞社）
2013年度　小山　鉄郎（共同通信社）
2014年度　橋本　五郎（読売新聞社）
　　　　　山田　孝男（毎日新聞社）
2015年度　竹内　政明（読売新聞社）

＊2002、2006年度は該当なし
【日本記者クラブ賞特別賞受賞社・者】
2012年度　福島中央テレビ報道制作局
　　　　　石巻日日新聞社
2013年度　山本　美香（故人）
2015年度　伊東英朗氏ならびに南海放送「X年後」

制作グループ� ＊2014年度は該当なし

会 議報告
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情報発信
　クラブ施設では会員による各種の会合が行われています。
企業や大使館などの賛助会員も記者発表の場としてクラブ
を利用しています。

　月刊誌「メディア展望」（新聞通信調査
会発行）編集長を９月末に退任しまし
た。編集者稼業の妙味をちょっぴり味
わったところで、また個人会員として
お世話になります。

保
やす

田
だ

　龍
たつ

夫
お
1967年共同通信入社。テヘラン支
局長、整理部長、予定センター長
など。共同通信退社後は新聞通信
調査会編集長を務めた。

　今後は、感染症と生命進化を主なテ
ーマに、活動を続けていきます。緊張
感を保つため、日本記者クラブを活用
させていただきます。

谷
や

田
た

部
べ

雅
まさ

嗣
し
1973年NHK入局。アナウンサー、
番組ディレクター、解説委員など
を務め、今年3月退社。

新しいOB会員

■カタール・ワーク・コミュニケーションズ
　大相撲カタール公演計画発表会見
　同団体は日本とカタールのスポーツ・文化の
交流を目的として10月に設立された。会見では
中東初の大相撲公演計画（来年6月に開催予定）
が発表された。（10.8　10階ホール）
■第９回安全保障シンポジウム「安保法制審議
の検証と今後の課題」

　主催：ネットジャーナリスト協会
　「変質する安全保障環境に日本はどう対応す
るのか」をテーマに下記の登壇者が討論した。
中谷元・防衛大臣、渡辺周・元防衛副大臣、小
野次郎・維新の党総務会長、古庄幸一・元自衛
隊海上幕僚長、村井友秀・東京国際大学教授。
モデレーターは勝股秀通・日本大学教授が、総
合司会は川戸惠子会員（TBSテレビ）が務めた。
（10.9　10階ホール）
■「14歳の兵士ザザ」出版記念会
　主催：赤十字国際委員会（ICRC）
　戦後70年にあたりICRCが企画した「MANGA
×ひとのチカラ」キャンペーンの一環として、
コミック「14歳の兵士ザザ」を発売した。原作者
の大石賢一氏、作画担当の石川森彦氏が、出席
した記者らと懇談した。（10.8　大会議室）
■第22回新聞配達に関するエッセーコンテスト
表彰式　主催：日本新聞協会

　同コンテストは1994年から実施している。今
年は「大学生・社会人」「中学生・高校生」「小学生」
の3部門で、海外も含めて3912編の応募があっ
た。表彰式には各部門の最優秀賞受賞者ら50人
が出席。入賞作品は日本新聞協会のウェブサイ
トで読むことができる。（10.10　10階ホール）
■日本・トルコ友好125周年記念シンポジウム
　主催：中東調査会、日本・トルコ協会
　1890年のエルトゥールル号事件から125周年
を迎えることを記念した催し。日本・トルコ協
会総裁・三笠宮彬子さまのあいさつの後、討論
会が行われた。（10.13　10階ホール）
■新聞週間記念の集い　主催：日本新聞協会
　今年は「ネット社会における新聞と放送の役
割」と題し、大越健介・NHK報道局記者主幹、
川上量生・ドワンゴ代表取締役会長、金平茂紀・
TBSテレビ執行役員、元村有希子・毎日新聞デ
ジタル報道センター編集委員らが議論した。
（10.19　10階ホール）
■放送人政治懇話会
　テレビ・ラジオ局の現役・OBらによる勉強会。
枝野幸男・民主党幹事長（10.7）、石破茂・地方
創生担当相（10.14）、村岡敏英・維新の党国対委
員長代行（10.21）、太田昭宏・前国交相（10.28）をゲ
ストに招いた。

福井と沖縄のニュースサイト
原発と基地の今、発信「フクナワ」誕生

　福井新聞社と
沖縄タイムス社
は、原発と基地
に関するニュー
スを発信する
「フクナワ　福
井と沖縄、原発
と基地のニュー

スサイト」を立ち上げた。エネルギーと安全保
障という国策を支えてきた２つの県の状況を広
く全国に伝える。
　福井県は原子力発電所を誘致してから半世紀
以上、原発と向き合ってきた。現在は再稼働や
廃炉といった問題に直面している。沖縄県は戦
後の米軍統治下以降、米軍基地を抱え、今は普
天間飛行場の名護市辺野古移設という大きな局
面を迎えている。
　自治体の動向や住民の思い、政府の動き、全
国各地の状況を地元視点でつぶさに伝えてい
く。アドレスはhttp://fukunawa.com
� （福井新聞編集局デジタルラボ　野尻幸宏）

秋のゴルフ会　本田会員が初優勝
　10月20日（火）、秋晴れの下、
磯子カンツリークラブ（神奈川
県・Par71）で第104回ゴルフ会
が開催されました。参加者は13
人。小嶋健史会員（個人Ｄ・日
経出身）が初参加でした。優勝

は本田来介会員（個人Ｄ・読売出身）でグロス
99、ネット59の驚異の12アンダー！「クラブの
コンペではハーフ60を切ったことがなかったの
に…」とのことでしたが、後半の46はお見事。
おまけに最終18番ではバーディーと聞いて、全
員脱帽でした。２位は小嶋会員、3位は阿部和
義会員でした。
� （事務局・河野聡）
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⃝和食レストラン（9階）   ☎3503‒2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503‒2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503‒2724
⃝受　　付   ☎3503‒2721

⃝会員事務   ☎3503‒2727
⃝経　　理   ☎3503‒2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503‒2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

会報委員会

会員現況 ⃝法人会員：135社　⃝基本会員：745人　⃝個人会員：1,357人　
⃝法人・個人賛助会員：64社・143人　⃝特別賛助会員：98人　
⃝名誉・功労会員：12人　⃝学生会員：156人 計：199社・2,511人

クラブの電話　ダイヤルイン

記者ゼミ生を募集しています
　第3期記者ゼミ「次世代ジャーナリズムの現
場～その原則とスキル」は、11月からジャーナ
リズムの原則に関連するシリーズに入ります。
来年3月まで行う予定です。
　ゼミ生の登録を随時受け付けています。対象
は法人会員社の現役の方で、クラブ会員でなく
ても構いません。登録ご希望の方はseminar@
jnpc.or.jpへご連絡ください。なお、記者ゼミは
インターネットによる動画の同時配信も行って
います。
▶第10回　11月27日（金）15：00 ～ 17：00
　「権力監視の条件と環境」　高田昌幸・高知新
聞社編集局報道部副部長・部長待遇�
▶第11回　12月7日（月）14：00 ～ 16：00
　「改正個人情報保護法と表現の自由～取材の
自由を中心に」　岡村久道・弁護士�
▶第12回　12月18日（金）15：00 ～ 17：00
　「報道の公正・多様性」　山田健太・専修大教授

忘年会、新年会は個室をご利用ください
12月1日（火）～1月30日（土）

　忘年会・新年会、社内の集まりや会合に、お
手ごろなプランをご利用ください。お一人3,240
円（洋食8品と寿司、そば）で、1,404円をプラス
して２時間の飲み放題にもできます（別途、部
屋代）。10 ～ 40人までお受けします。ご予約は
03-3503-2724へ。

クラブのオリジナルワイン
　日本記者クラブの名を冠したワインがあるの
をご存じですか。赤は「DOCGヴェルナイオー
ロ・キャンティ」。白は「DOCオルヴィエート・
クラシコ」。シニアソムリエの資格を持つフロ
アマネジャーの服部健が厳選したイタリア・ワ
インです。ボトルラベルには、クラブ緞帳でお
なじみのNKCマークを使用しています。
　価格はボトル3,150円、グラス630円（いずれも
税込み）です。ラウンジ、レストラン、パーテ
ィーでお楽しみください。

書棚の本　お分けします
　ラウンジの書棚にある会員社や会員の皆さま
からの寄贈書は、スペースに限りがあるため、
一定期間を過ぎた本を定期的に整理させていた
だいています。12月1日（火）、２日（水）の２日
間、４年以上たった寄贈書の一部をラウンジで
お分けします。

＜法人会員代表変更＞　
▶日本BS放送　板井俊二・報道局長（旧・二木啓孝）
▶札幌テレビ放送　島田洋一・代表取締役会長兼社
長（旧・小林裕孝）

▶TVQ九州放送　角谷憲一・代表取締役社長（旧・
河西敬一）

＜訃報＞　岩崎公彦会員（共同通信出身、82歳）
が7月10日、上田隆郎会員（NHK出身、85歳）が
９月末死去されました。ご冥福をお祈りします。

11月の行事予定（11/4現在）

18㊌ 15：00 ～ 16：00　10階ホール
記者会見　ティエリー・ダナ・駐日フランス大使

20㊎ 15：30 ～ 17：00　10階ホール
記者会見　松元剛・琉球新報編集局長次長

24㊋
15：00 ～ 16：30　９階会見場
シリーズ企画「戦後70年　語る・問う」
不破哲三・元日本共産党委員長

予約電話　和食 3503‒2723　洋食 3503‒2766・2731

和食　霜月懐石（11/30まで）

　先付：穴子小袖寿司　お椀：蟹真丈　造り：3
点盛り　焼物：鰆養老焼きほか　煮物：ぜんまい
信田巻　揚物：金目鯛唐揚げ　食事：鰊そば　水
菓子：季節の果物　グラス冷酒付き（5,400円）
� （板長：大井由光）

洋食　いのしし肉のシチューコース（12/28まで）

　ズワイガニ肉のサラダ仕立て、オイスターチャ
ウダーまたはポタージュ、丹波篠山産いのしし　
頬首肉のシチュー　温野菜添え、チョコレートナ
ッツサンデー、パン、コーヒー付き（3,780円）。ラ
ンチ、ディナー（土曜日はランチのみ９階レスト
ラン）ともにご利用いただけます。�（シェフ：黒須修一）

レストラン＊価格は全て税込みです

委員長＝飯塚　浩彦
委　員＝稲沢　裕子　大寺　廣幸　佐塚　正樹 

鈴木　　仁　高橋　　茂　長﨑　和夫 
藤井　良広　藤澤　秀敏　向山　明生 
渡辺　大祐

（事務局：長谷川和子　村田　茜）

☎03‒3503‒2752　FAX 03‒3503‒7271

ふぐ懐石を用意しました
11月24日（火）～1月29日（金）

　毎年好評いただいている「ふぐ懐石」コースを
今年も用意しました。刺身、唐揚げ、鍋などふ
ぐづくしの懐石をお楽しみください。アイスク
リームのデザートがついて5,940円です。予約
（03-3503-2723）をお願いいたします。

●５党党首討論会（1990.2.2）
●９党党首に聞く（1993.7.2／7.3）
●６党党首討論会（1996.10.7）
●７党党首討論会（2000.6.12）
●７党党首討論会（2001.7.11）
●６党党首討論会（2003.10.27）
＊「音声アーカイブ」へは、クラブウェブサイトの
トップページからアクセスできます。

■音声アーカイブ（日付は会見日）重要会見の音声録音

http://www.jnpc.or.jp/HP更新情報
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撮影：尾
お

形
がた

　祐
ゆう

介
すけ

（共同通信写真部）

マイナンバー制度が始動し、広報キャラクターと個人番号の通知開始をＰＲする横浜市の林文子市長
＝10月５日　ＪＲ関内駅前

写 真 回 廊

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
る
、と
聞
い
て
少
々
焦
っ
た
。

い
ろ
い
ろ
な
番
号
に
は
、
か
ね
て
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
。
住
民
票
か
ら
保
険
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
、
ま
あ
日
ご

ろ
は
映
画
館
の
高
齢
者
割
引
で
、
ち
ょ
っ
と
気
が
引
け
そ
う

に
出
す
程
度
だ
が
、
今
度
の
番
号
は
そ
ん
な
も
の
じ
ゃ
な
い

ら
し
い
。
と
に
か
く
全
国
民
す
べ
て
に
、
12
桁
の
番
号
を
割

り
振
っ
て
行
政
の
簡
素
化
、
効
率
化
を
図
る
と
い
う
。
確
か

に
効
率
は
格
段
に
良
く
な
る
だ
ろ
う
。

　
話
は
飛
ぶ
が
、
こ
れ
を
聞
い
て
ふ
と
、
思
い
つ
い
た
こ
と

が
あ
る
。
世
界
中
の
軍
人
が
戦
場
に
携
帯
す
る「
認
識
票
」

の
こ
と
だ
。
ア
メ
リ
カ
の
軍
人
は
あ
れ
を「
ド
ッ
グ
タ
グ
」

と
呼
ぶ
そ
う
だ
。「
こ
ん
な
も
の
、
首
に
ぶ
ら
下
げ
て
、
ワ

ン
公
と
一
緒
だ
な
」と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
で
も
何

と
な
く
明
る
い
響
き
が
あ
る
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
ほ
う
は
、
横
文
字
で
親
し
み
や
す
さ
を

一
応
装
っ
て
は
い
る
が
、
役
所
を
舞
台
に
し
た
詐
欺
事
件
な

ど
も
出
現
す
る
に
及
ん
で
、
や
は
り
役
所
の
皆
さ
ん
身
構
え

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
通
知
や
利
用
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
手

続
き
で
、
国
や
自
治
体
が
暗
証
番
号
や
資
産
の
状
況
な
ど
聞

い
た
り
す
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
か
、
オ
レ

オ
レ
詐
欺
の
注
意
広
報
に
も
こ
ん
な
文
句
が
あ
っ
た
っ
け
。

詐
欺
師
と
い
う
の
は
、
ほ
ん
と
に
よ
く
も
あ
ん
な
う
そ
を
ペ

ラ
ペ
ラ
し
ゃ
べ
る
も
ん
だ
、
と
感
心
し
て
い
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
そ
れ
が
詐
欺
師
と
い
う
も
の
で
す
か
ら
。

　
で
、
行
政
の
効
率
化
は
お
そ
ら
く
確
実
に
進
む
だ
ろ
う
。

だ
か
ら
横
浜
の
林
市
長
さ
ん
も
宣
伝
キ
ャ
ラ
の
マ
イ
ナ
ち
ゃ

ん
を
連
れ
だ
し
て
、
通
り
を
行
く
人
た
ち
に
笑
顔
を
振
り
ま

い
て
お
い
で
で
す
。

�

（
後
藤
　
文
生
）

あ
な
た
に
と
っ
て
の
個
人
番
号
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